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そのもの……いわゆる「クリエイティ

ヴ・アーカイヴ」を中心にして、未来

の新しい芸術作品に活かしてゆくこと

ができないかということで発足したの

が、当センターです。

　大学の中にも音楽・美術・映像・国

際芸術創造といった 4 本の柱があり、

さらには大学美術館、演奏藝術セン

ター、音響研究室、加えて附属図書館

など、多くの作品を所蔵している機関

がございます。また、大学史の編纂セ

ンターもあります。当センターは、こ

うした既存の部署を横断的につなぐ役

割を果たし、私どもはそのスタッフと

して、それらを活用しようと考えてい

ます。そうした横のつながりをさらに

社会へと広げ、多くの方々に参加いた

だくようなセンターにしていきたいと

考えています。

　当センターはまだ生まれたばかり

で、人間で言えば赤ちゃんです。「ど

う育っていくんだろう？」という見方

もあるでしょうが、「どう育てていく

か」も同時に考えていかなければいけ

ない。それが組織のやり方だと思いま

す。ですからこのセンターも、未来に

向けて色々と活動していくことが、大

きく関わってきます。それには、多く

の方々の参加を学内外からお願いした

いのです。私が今ここで「この指とま

れ」って手を出しても、こんな汚い手

なんか誰も止まってくれません。そこ

で、今の我々がめざす目標として、当

センターのロゴマークを美術研究科の

学生さんに作ってもらいました。この

ロゴマークをめざして、みなさんぜひ

ご参集ください。

　当センターは私どもスタッフが運営

していくわけではなくて、主体となる

のは大学の研究者や作家、学生が筆頭

になります。さらには一般社会からも、

共同利用・共同研究の募集を進めてい

く予定です。ぜひ、多くの方々に集まっ

ていただき、みなさんと共に、芸術と

いうものを考え、創造していきたいで

す。

　今日のシンポジウムも「未来・創造・

継承」と……単語が並んでいるだけの

ように思われるかもしれませんが、こ

れらはみな相関的につながっていま

す。とにかく「先をめざしていきま

しょう」と。ですが、その原資になる

のは、先人たちが残してくれた多くの

財産です。それらを調べながら、未来

に向かって活動し、創造してゆく、そ

ういうセンターとして運営していきた

いのです。

　ぜひ多くのみなさま方にご参加いた

だき、ご要望を承りながら進めていき

たいと思いますので、何卒よろしくお

願いします。みなさん、ぜひ集まって

ください。

　本日は休日にもかかわらず、多くの

方々にご参集いただき、誠にありがと

うございます。

　当センターは本年（2022 年）4 月

に正式発足しました。前身の芸術資源

保存修復研究センターを進めてゆく中

で、様々な調査を行った過程で出てき

たのが、技法や芸術作品の様々な作り

方であり……さらにはそれらを調査す

る中から、芸術性についてわかってく

ることもあるのではないかと。なので、

芸術作品を残してゆくのも当然です

が、さらにはそこに潜んでいる芸術性

開会あいさつ
桐野文良（未来創造継承センター長／大学院美
術研究科教授）※ 2022 年当時

キックオフ・シンポジウム：「未来・創造・継承」

　2022 年 10 月 2 日、未来創造継承センターはキックオフ・シンポジウム「未来・創造・

継承」を開催した。シンポジウムは 3 部構成となっており、第 1 部では 2022 年 4

月に新設されたセンターの概要や理念を紹介した。第 2 部では、東京藝術大学に

て実施されてきたアーカイヴに関連する活動について、「創造」、「継承」、「未来」

をテーマに各登壇者が講演した。第 3 部は「ラウンドテーブル」と題し、創造の

源泉としての東京藝術大学とセンターの役割について、2022 年 4 月に学長に就任

した日比野克彦とともに登壇者らが活発な議論を行った。
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様々なプロジェクトが雨後の筍のよう

に新しく立ちあがってゆく。ただその

ような単線的な方向の歩みだけでは、

大学の「創造の源泉」なるものが、徐々

に枯渇していくのではないか。どうに

かして、その「創造の源泉」を持続的

なものにする必要があるのではないで

しょうか。

　東京藝術大学に関わる者がこれまで

芸術を創造する際、まず作品を作り、

展覧会や演奏会という形で公開し、観

衆に触れてもらってきた。しかし大学

の中には、いわゆる「作る」とか「見

せる」とか「体験する」だけではない、

あるいは、それらの領域を横断するよ

うな活動が、すでに生まれてきていま

す。伝統的な活動もあれば、現代に即

した活動もあり、また、未だ誰も知ら

ないような領域を開拓する試みもある。

我々としては、これらの動きを関係づ

けてゆく中で、領域や分野や組織の壁

や境目がどんどんなくなり、活動や表

現やアイデアが相互作用を起こしてい

けば、単独で頑張るよりも、より持続

的で循環的な創造活動につながるので

はと考えています。そんな思いを込め

て、そのような持続的な営みを我々は

「循環するクリエイティヴなアーカイ

ヴ」と呼んでいます。以下、その定義

を言語化してみます。

循環するクリエイティヴなアーカイヴ

「絵画や楽曲といった芸術作品のみな

らず、その周辺に存在する事象─例

えば展覧会や演奏会の記録、表現に用

いられる素材（絵具、金属、木、合成

樹脂）、それから人間の身体や道具（楽

器、コンピュータやオーディオ機器、

3D プリンタ）、その他にも技や暗黙

知（刷毛で漆を塗るときの動き、映像

や演劇の脚本や構成方法、邦楽におけ

る箏と唄の間の取り方）、芸術にまつ

わる伝承を含めた「芸術資源」と呼ば

れるもの、創造の過程や文脈など。こ

れらをアーカイヴし、保存し、継承し

て、新しい創造や概念の開拓へとつな

げ、持続的な循環を促す仕組みをデザ

インすること。および、その行為。」

 

　このような概念や定義も、時代に合

わせて変化し、更新されてゆくことが

　まず私から、未来創造継承センター

がなにを志向し、どこへ向かおうとし

ているのかを、現段階における理念の

もと、ご紹介します。東京藝術大学の

ウェブサイトにも掲載されているタグ

ラインに「世界を変える創造の源泉」

とありますが、この言葉は 2019 年に

制定されました。そこにはどのような

意味が込められているのか。以下、大

学のウェブサイトに掲載された文言を

引きます。

「東京藝大とは、一体何なのか？／東

京藝術大学の歴史と現在とこれから／

唯一無二の意志が込められています」。

　いわばこれは東京藝術大学の理念を

体現した言葉ですが、まさにこの「創

造の源泉」を実現するために未来創造

継承センターが設立されました。

「創造の源泉」を実現するために

　そもそも東京藝術大学は、東京美

術学校と東京音楽学校の時代から 100

年以上にわたり、美術と音楽の両輪で

日本の芸術教育を担ってきました。さ

らに 21 世紀に入り、大学院に新しく

専攻を設立しました。現在、大学には

美術と音楽の 2 学部、大学院には美

術と音楽に加えて、映像と国際芸術創

造の 4 つの研究科があります。

　そのような芸術教育を経て、アー

ティストやプロデューサー、あるいは

研究者といった形で世界に飛び立っ

てゆく人材を育成する芸術専門機関で

す。もちろん大学院に進学せずに、学

生の時期から社会での活動をスタート

する方もいます。さらには、既存の美

術や音楽に関わる職業にとどまらない

新しい活動をする方もいます。特にこ

こ 20 年間は芸術のあり方、さらには

大学のあり方が変わってきているので、

その影響かもしれません。

　そのように、学生から社会人に向

かって、個人としてのキャリアが一定

方向に進んでゆくように、大学内では

センターの理念と目的 平諭一郎（未来創造継承センター特任准教授）
　　　　　　※ 2022 年当時

キックオフ・シンポジウム：第 1 部
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のようなアーカイヴズは、公的に大切

なものを守る機関です。そのため、あ

らゆるモノを記録し、保管をする。時

には複製によってバックアップし、傷

んだら修復をして、なくなってしまっ

た作品を復元することで、保存してい

きます。

　そのような保存行為の目的は、作品

や情報を後世に残し、誰かに伝えるこ

とです。つまり、保管や保存の先にあ

るものは「継承」という概念に集約さ

れていく。「誰かに伝える」ことは「誰

かに認識されうる」状態です。例えば

大切なものなので、被害が及ばないよ

うに地下シェルターに保管したり、防

水加工をした箱を太平洋に沈めて、そ

の場所を誰にも明かさない……そのよ

うな形での「保存」ではなく、「誰か

に伝えうる」ことが「継承」には必須

です。つまり我々は、なにかを記録し

保存するだけではなくて、大学全体の

営みをどのように継承していくかの

「ハブ」になろうと考えています。

　では具体的に、何を継承していくの

か？　このモデルの一番下の階層は、

創作活動の初期、もしくは／まだ創作

活動と言えないような取り組みに相当

します。例えばアイデアを練ったり、

散歩したり、旅に出たり、誰かになに

かを教えてもらったり、教え合ったり

重要です。芸術作品という、過去に存

在した結果をどのように残すかも大事

ですが、それ以上に我々は、現在進行

形の表現を共に残し伝えることで、新

しい創造活動につなげる仕組みをデザ

インすることが大切であり、それこそ

がセンターの使命とも言えます。

　それは、センターの名称にもつな

がってきます。センターの名称は未来

創造継承センターです。いわゆる「アー

カイヴセンターではないのか？」とい

う疑問を持たれる方もいらっしゃるで

しょう。もちろん広い意味では、アー

カイヴセンターで間違っていませんが、

かと言って文書資料や歴史資料を専門

的に扱うセンターではないという認識

を、我々は持っています。

　また、東京藝術大学には（先ほど

のセンター長の挨拶にもあったよう

に）アーカイヴズを専門とする部署が

いくつも存在しています。我々は、そ

のような部署と連携しながら、新しい

創造へとつながる活動をしていきたい。

「名は体を表す」と言いますので、本

シンポジウムのタイトルにもなってい

る、この「未来・創造・継承」という

3 つの語に沿って、センターの理念に

ついて、もう少し紹介します。

　まずは「継承」なる概念。美術館や

博物館などのミュージアムや公文書館
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　そのような創造につなげる仕組みの

デザインは、いわゆる「本歌取り」に

も通じるところがあるのかもしれませ

ん。日本における「本歌取り」とは和

歌を詠む際、例えば万葉集のような古

典の歌や詩などから、語句や発想や趣

向を取り入れ、新しい歌を作ることで

す。そのように創造の源泉から新しい

表現が生まれ、それをアーカイヴする

ことで継承していき、また新たな創造

へとつなげていく。そのような循環を

目指しています。

　しかし「創造を持続的に循環させる」

ことは、そう簡単ではありません。例

えば、人工知能が作品を作った後はど

うするのか？　さきほど「本歌取り」

の話をしましたが、その際の著作権処

理はどうなるのか？　仮想空間で実施

したイベントの記録を、どこかに物質

的に保存できるのか？　いま、イベン

ト配信で利用している YouTube とい

うプラットフォームがサービスを終了

したら、このシンポジウムはどのよう

な継承のされ方をするのか？　そうし

た新しい課題が続々と出てくる。だか

ら、過去の出来事や現在進行形の出来

事についても、センターの指向性とし

ては、やはり「未来」のことを考えて、

活動してゆくべきでしょう。

　さらにそのような新しい課題は未来

創造継承センターや東京藝術大学だけ

で解決できるものではなく、アートだ

けの問題でもない。ですので、様々な

研究機関や企業、アーティストや表現

者の知恵を結集して、共に未来を作っ

てゆく場をデザインしていきたい。創

造から創造へとつなぎ、未来への循環

が生まれる仕組みを作り、それに寄与

する人材を育成することが、我々の役

割だと思います。

　最後にまとめますと、我々未来創造

継承センターは「何をどのように継承

するのか」を考え、「創造につなげる

仕組み」をデザインし、「未来へと循

環するクリエイティヴなアーカイヴ」

を志向して、活動していきたいと考え

ています。 

する。

 

　そのような段階から一段上がり、創

作活動を本格化させ、作品完成に至る

までの個々人の活動では、素材や技術

で様々な実験をしてみたり、または技

術的な部分まで自分で改良してみたり、

人に相談して一緒に改善してみたり

……。そのような体験を経て、個人の

中の実践知が積み重なることで（一番

上の階層にある）表現が作品へと結晶

化されていく段階に至ります。

　さらに、そうやって完成した作品や

表現の中から、社会に「素晴らしい」

と認められ、歴史化されたものは、い

わゆる公共の資源として、アーカイヴ

ズやミュージアムなど様々なプラット

フォームに乗って、一般の方々のとこ

ろにたどり着く。そうすると、誰かが

それを気に入ることで、そういったモ

ノやコトを一所懸命、後世に残そうと

する。そうやって、他人と共有しよう

とします。

　しかし、演奏会や展覧会、あるいは

映画の上映会といった既存のプラット

フォームの外側で起きている出来事や

表現は、このモデルからはどうしても

こぼれ落ちてしまう。なので、作品や

歴史資料になる前の創造の過程や、そ

うした文脈を含めた表現に関わる様々

なモノやコトを拾い、そこから創造へ

とつなげてゆくことで、周辺に存在す

る「芸術の資源」の価値を作っていく、

そうした「継承」をデザインしていく

必要があります。

芸術資源の再活用と「本歌取り」

　では、どのようにして「継承」から「創

造」へとつなげてゆくのか。先ほど「継

承」という概念は「誰かに伝える」意

を含むと述べました。つまり作品とな

る前、作品ではない「なにか」といっ

たあらゆる芸術資源は、あらゆる人か

ら、またはあらゆる場所から、簡単に

アクセスできる、開かれた入り口を作

ることが重要です。そこに人が集うこ

とで、さらにその芸術資源の量、また

は情報の密度が増していき、新たな創

作や研究・企画が生まれ、いわば芸術

資源の泉となり得るのです。
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く。そういう「循環」が、このセンター

の創設によって生まれると考えます。

　そうした考えからこのシンボルマー

クは、土台となる四角形が「未来」と

いう言葉を分解した形がベースとなっ

ています。

　この図のように、ひとつひとつが独

立したパーツからなっているため、こ

のように別の形に再構築することもで

きます。〝Culture〟＝文化という言葉が

〝Cultivate〟＝耕すという言葉と原義

が同じであるように、文化・芸術とは、

今ここにあるものをかき回し、変化さ

せていくことで発展してゆきます。

　このシンボルマークは、すでにある

モノを活かしながら、常に変化を受け

入れ、新たな表現を支えるセンターの

理念を体現しています。また、このよ

うな再構築されたシンボルマークの

ヴィジュアルは、例えばセンターの年

報の表紙ヴィジュアルとして使われる

などの用途にも発展可能であると見据

えています。

　未来創造継承センターのシンボル

マークのデザインを担当した小河原美

波です。以下、マークができあがるま

での過程を、お話しできればと思いま

す。まず、こちらがシンボルマークで

す。青色を基調とし、マーク部分は「未

来」という漢字を分解したパーツから

成り立っています。こちらが日本語表

記ヴァージョンです。

　それでは、このシンボルマークがで

きるまでの由来を説明させていただき

ます。テーマとなる言葉は「未来を耕

す」です。「耕す」とは、農業でよく

使われる言葉ですが、耕すことの役割

として「土壌を分解し、植物が根を張

りやすい環境を整える」という意味が

あります。

　例えば東京藝大をひとつの土壌とし

て捉えるのならば、未来創造継承セン

ターは東京藝大の土地に保管された多

くの作品たちを次世代の人々が使いや

すいように環境を整える、いわば「未

来を耕す」役割があると考えました。

そして、その耕された土壌に新たな種

が蒔かれ、藝大という土壌に含まれた

養分を吸収し、新しい世代が育ってい

シンボルマークのデザイン 小河原美波（大学院美術研究科デザイン専攻修士 1 年）
　　　　　　　※ 2022 年当時
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種類の資料が収められています。

　その中で、とりわけ大きな比重を占

めているのが「学生制作品」というジャ

ンルです。卒業制作を筆頭に、古い時

代＝東京美術学校の時代では、1 年生

から 3 年生の間に作っていた平常制

作や、課題をこなした資料なども数多

く含まれています。

大学美術館における収蔵状況

　（東京藝術大学美術館収蔵品）デー

タベースを検索すると、たとえば重要

文化財にはどのような作品があるかが

出てきます。とりわけ著名なのが、狩

野 芳 崖 の《 悲 母 観 音 》、 高 橋 由 一 の

《鮭》、上村松園の《序の舞》……この

あたりが代表的な作品です。

　続いて「学生制作品（美術）」とい

う検索条件を入れてみると、10,252

件ほどヒットします。実際の登録件数

は、令和 2 年度で 10,244 件だったけ

ど……令和 3 年度にはもう少し増え

ていて、要するに 1 万件以上の学生

作品が収蔵されています。

　学生制作品の「日本画」の収蔵庫を

ざっと見てみます。ある時点より以降

の学生制作品は取手館の方に収蔵して

いるのですが……こういうふうにラッ

クにかかっていたり、箱で立てかけて

あったり。ラックを引き出すと、多種

多彩な作品が出てきます。

　「油画」の方も同様に、ラックにか

かっているものが数多くあり、近年で

はラックにかからない作品も増えてき

ていますが……「自画像」という分野

の作品が、かなりの比重を占めていま

す、今お目にかけているのが収蔵状況

ですが、ダンボール箱の中に収めて、

展示や閲覧などで貸し出す場合は、こ

こから引き出して活用しています。

 

　近年の藝大美術館における展示の中

で、収蔵作品を実際に活用した例とし

て、「藝大コレクション展 2020 ─

取手館収蔵庫

　当学の大学美術館のコレクションに

は「創造されたモノによる、創造のた

めに継承しているコレクション」であ

るという大前提があります。収蔵品の

概要については、大学美術館のホー

ム ペ ー ジ（https://museum.geidai.

ac.jp/）に出ていますので、そちらを

ご確認ください。そこには「学生た

ちの学びに役立つものを、古今東西

を問わず収集するという方針のもと、

約 30,000 件に及ぶコレクションであ

る」と書かれています。〝約 30,000

件〟というのは、あくまでも台帳上で

の登録件数であり、1 件につき 100 点

あるいは 10,000 点といったモノもあ

りますので、点数で一度計算してみた

ら 10 万点を超えていました。なので、

あくまでも件数であることをご理解く

ださい。さらには「国宝・重要文化

財 33 件を数え」、美術作品のみならず、

作家の資料や東京音楽学校に収められ

た楽器のような音楽資料など、様々な

大学美術館コレクションの創造・作品アーカイヴ
黒川廣子（大学美術館長、教授）

キックオフ・シンポジウム：第２部
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するという節目を迎えていることに鑑

み、大学美術館でもそれらを整備しつ

つあります。そのひとつの例として

（今、画面上でお見せしている）「藤田

嗣治資料」や「ガラス乾板・紙焼き写

真資料」があります。それぞれ、かな

りの件数がありまして、データ化した

結果をホームページからもご覧いただ

けます（ただしホームページ上で閲覧

できるのは文字データに限定され、実

際のデータを見ていただく「デジタル

閲覧」については、この後で紹介しま

す）。

　「藤田嗣治資料」に関しては科学研

究費補助金をいただいており、その途

中段階でこうした公開展示・展覧会を

することで、また様々なものが整理さ

れ、いわゆるアーカイヴとしてそれを

公開できるように持っていくやり方を、

大学美術館では何回かやっております。

　この「藤田嗣治資料」に関しては、

資料がご婦人から寄贈された後、整理

期間を経て、2015 年に（短い展示期

間でしたが）資料公開をしたところ、

非常に反響がありました。

　写真や日記、ハガキなどが 6,000

件以上あります。この時はその全てを

展示することはできませんでしたが、

大勢の来館者が訪れました。

　ちなみにこちらが、今年の 5 月によ

うやく公開できた『藤田嗣治　日々の

記録』という、彼の日記そのものの記

録です。紙の日記に書かれていたこと

を地道に書き起こす作業を経て、数年

がかりでようやく公開できる状況にな

りました。こちらはホームページでご

覧いただけます。（https://museum.

geidai.ac.jp/collection/foujita-hibi-

no-kiroku.html）

　また「収蔵品デジタル画像閲覧（仮

称）」は、そうしたデジタル画像の蓄

積をより多くの人に活用いただく場と

して用意しつつある、新しい試みです。
 

超高精細画像の《非母観音》をモニター画面で比

較する

藝大年
ク ロ ニ ク ル

代期」があります。かなりの数

の自画像をいっぺんに出して、壁一面

に 2 段掛けにさせていただきました。

　こちらが「彫刻・立体」の学生制作

品の収蔵庫の様子です。ここが一番大

変で、毎年新しい作品が収蔵される度

ごとに、収蔵品を少しずつ移動して、

なんとかスペースを作ろうとしていま

す。さらに奥のものを取り出すために

は、手前の作品をかなり移動させない

といけない状況ですが、幸いなことに

今年度から新しい収蔵庫を取手館に建

てようとしている最中です。

　この収蔵庫の左側の奥には、明治時

代以来の木彫が棚に並んでいる状況で

す。このあたりは活用がなかなか難し

いというか、これらの作家に関わる展

覧会や研究があった時に、たまに出て

くるくらいで、活用される機会が比較

的少ない部類のものではあります。

　こちらが「工芸・デザイン」の卒業

制作が収蔵されているところです。か

なり満杯になりつつあり、こちらもこ

れらの作家の展覧会があった時に引っ

張り出したり、たまに閲覧希望や「作

品の参考にしたい」という要請があっ

た場合、対応するような感じです。

　実はこうした卒業制作が毎年蓄積さ

れ、収蔵数がどんどん増えていくわけ

だけど、それがこうした「藝大コレク

ション展」で活用されるかというと

……古いモノはかなり出品しているの

ですが、最近のモノがなかなか活用さ

れづらいという批判もあります。それ

らをどうやって展覧会に組み込めばい

いのか、我々も悩んでいたのですが、

去年の「藝大コレクション展 2021」

で初めて、前年度に買い上げられた作

品を展示する試みをやってみました。

そうした活用方法の課題として、この

問題は今後も考えていかなければいけ

ません。

　また来年度になりますが、我々が「買

上展」と呼んでいる、近年の卒業制作

までを各科が選んで展示するという初

の試みを来春に企画しており、現在そ

の準備を進めているところです。

デジタル・アーカイヴの公開

　近年、博物館法にデジタル・アーカ

イヴの公開が記載されるようになり、

そうしたデジタルのアーカイヴを公開
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るいは本を出すような機会に撮影させ

てもらったり。もちろん科学研究費も

活用しているのですが、やっぱり全て

の撮影には限界があり、まだ途中まで

しか実現できていません。

　もうひとつ、「芸大コレクション展 

斎藤佳三の軌跡」。斎藤佳三は小林古

径とほぼ同じ時代の人ですが、東京音

楽学校を中退して東京美術学校に入っ

た異色のデザイナーです。衣装デザイ

ン、実際の着物や浴衣や半衿のデザイ

ンとか、レコードやポスターのデザイ

ンなど、数多くの資料が藝大美術館に

収蔵され、2006 年の展覧会開催時に

撮影をしました。こちらもまだ全貌は

撮影できていませんが、今蓄積されて

いる部分に関しては、公開できる状態

になっています。

　駆け足になりましたが……ほかにも

数多くの下絵、図面、模本、縮図、手

板、見本などの教育資料が藝大美術館

に所蔵されていながら、いまだデジタ

ル・アーカイヴとして提供できる状況

にない資料も多く、未整理分に関して

は、今後の課題と考えています。

芸大コレクション展「柴田是真－明治宮殿の天井

画と写生帖－」2005 年 6 月 11 日～ 8 月 7 日

今日の発表の冒頭の方で、狩野芳崖の

《悲母観音》を紹介しましたが……こ

の絵は、わざわざ下の方に作品サイズ

を記載しているのですが、2m 近くあ

ります。こうした巨大な作品の実物を

並べて見ようとすると、どうしても遠

くに行かないといけない。ですが、こ

のように超高精細画像をモニター画面

上に並べることで詳細に検討すること

ができます。実際にそれを表示してい

るモニターも、4K カラーマネジメン

トモニターという、かなり忠実に色の

再現ができるような機材を用意して、

提供しようとしています。このように

《悲母観音》の下地が 3 つありますが、

それぞれ違う表情を示していて、こう

やってそれらを比較することが可能と

なりました。

　あるいは、とにかく大量にある資料

の処理にも、デジタル素材は有効です。

その代表例として、こちらの小林古径

の《写生》帳、様々な種類の写生画が

2,100 点以上もあります。これも実物

を捲るよりデジタル画面で見ていった

方が、比較の意味でも効率の意味でも

有効です。またこちらが、同じ小林古

径の《スケッチブック》149 冊。これ

も今までに何点かは展示していますが、

実物の全ページを捲っていくのは難し

いので、デジタルで見ていただけると

非常に有効です。

　デジタル・アーカイヴの例をもう

少し見ていきます。2005 年に「芸大

コレクション展：柴田是真—明治宮殿

の天井画と写生帖—」という展覧会

を開催しました。この柴田是真とい

う画家も写生帳が 95 冊あり、ガラス

ケースの中に現物を広げて展示したの

で、もうその 1 見開きしか見せられ

ない。さらに展示面積も限られている

ので、この時は 30 冊ぐらいしか見せ

られなかった。要するに実際の展覧会

では、ほんの一部しか見せることがで

きません。けれども全ページを写真撮

影すれば、それを見て、制作に活用す

ることもできます。

　だけど残念ながらこの柴田是真の写

生帖は、まだ全ページ撮影できてはい

ません。何しろ予算がないもので、徐々

に少しずつ進めていまして、いろんな

展覧会にかこつけて、撮影したり、あ
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は、1985 年の邦楽定期公演で、VHS

などのビデオテープに収録されてお

り、また当時は必ずしも全公演が収録

されていたわけではなかった様子です。

1987 年に行われた「創立 100 周年記

念事業」から、本学で行われる主要な

公演の収録が、公式に行われることに

なります。

　これらのテープは、出演者が自分の

演奏を振り返るために視聴することは

あっても、ほとんどの人は収録されて

いることを知らず、よって「知る人ぞ

知る」資料として、ほとんどが書庫で

眠っていました。また、それらの音源

や映像にかかる権利処理を行っていな

かったので、一般公開が難しく、学内

での利用にとどまっていました。

　時代は進み、2011 年に総合芸術アー

カイブセンターが設立され、それに

伴い、これら収録音源や映像をより

活用しようという研究が始まります。

2014 年から学外配信が行われ、公開

が始まりましたが、残念ながら 2016

年にアーカイブセンターのプロジェク

トが終了。現在では音響研究室が、そ

のアーカイヴ業務を引き継いでおり、

アーカイブセンターの理念である「循

環型アーカイヴ」に基づいて、運用し

ています。

　「循環型アーカイヴ」とは……例え

ば、作曲家が創造した音楽を演奏家が

演奏して、音響研究室が収録し、その

データをアーカイヴして、権利調査・

権利処理を行い、活用・公開する。そ

の公開されたものを見た人が新たな創

造をする……という永遠につながる流

れです。アーカイヴとして保存された

データを管理、公開、活用することで

初めて、創造につながる「生きたデー

タ」となります。

　このように、本学で行われる様々な

音楽の創造を、可能な限り、今の最高

の音質や画質で収録したデータでアー

カイヴし、新たなる音楽の創造につな

げるためにそれらを公開する。これを

ウェブ公開の形で行ったのが「GEIDAI 

Music Archive」です。

  

　私たち音響研究室では、藝大の音楽

学部で行われる公演を収録しアーカイ

ヴし発信する業務を担当しています。

ちなみに私の専門分野は作曲で、普段

は日本語のオペラを作曲して、上演す

る活動を行っています。

（1）音楽の創造と記録

①藝大で行われる様々な「音楽の創造」

　「音楽の創造」というと、作曲家が

生み出す新しい作品を思い浮かべるか

もしれません。確かにそのとおりです

が、本学の音楽学部では、それ以外に

も様々な音楽の創造物が認められます。

　例えば……自分が楽器で生み出す音

や音色、自分の解釈による演奏、あと

オペラの場合、「悲しい気持ち」といっ

た感情を自分の中から生み出したり、

スピーカーをたくさん並べて新しい音

響空間を作ったり、収録時のマイキン

グで新しい技術を開発したり、公演を

企画したり……等々。いわゆる著作権

には当てはまらないけれど、創造的な

アイデアや手法や技法が日々生み出さ

れています。

　音楽は時間芸術とも言われ、その時

の演奏はその時にその空間でしか味わ

えません。演奏者の数だけ、または時

代による解釈の違いなど、「その時の

音楽」はその時だけのものです。今の

私たちは 100 年前から残された演奏

記録を聞いて、自分の演奏法や解釈

を生み出しています。今から 50 年〜

100 年後の人たちも、今残された演奏

記録を事後的に聞いたりして、新しい

音楽を創造するのではないでしょうか。

ちなみに生演奏をそのままの形では残

せませんので、本学では開催された公

演を可能な限り、最高の音質と画質で

収録したものをアーカイヴし、それら

を公開して、次の音楽の創造につなげ

ることが必要だと考えています。

②「音楽の創造」を「記録」する

　音響研究室では、その音楽の創造を

記録してきました。本学の音楽学部に

おける公演の収録とアーカイヴの歴史

をお見せします。音響研究室が管理す

る録音物で最も古いものは、1955 年

の合唱の公演で、オープンテープに収

録されていました。

　また現存する録画物で最も古いもの

音楽の創造と記録〜「GEIDAI Music Archive」の取り組み
山田香（音楽総合研究センター音響研究室／演奏藝術センター助教）

　　　　　　　  　※ 2022 年当時
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②アーカイヴするデータ形式

　このような配信を行うには、まず

データ制作が必要です。アーカイヴし

ているデータ形式としては、映像の

ファイル／音源のファイル／チラシ

やパンフレットなどの PDF データが

あります。最初にお話ししたように、

50 年後〜 100 年後にも使えるデータ

を作ることをモットーに、今可能な限

り、最高の音質や画質でアーカイヴし

ています。

　ところが映像のデータサイズはとて

も大きく、しかも公演数が多いので、

学内のサーバーに保存できるデータサ

イズを考慮して、保存しています。

　例えば奏楽堂では今年の 3 月、4K

カメラの収録システムを導入しました。

現在は収録媒体やサーバー容量の関係

で、4K 収録は限られていますが、将

来的にはそれが当たり前になる時代が

来ると思います。今後技術が進んでい

くにつれて、保存データの形式も、時

代に合わせて見直していく必要がある

でしょう。

③収録音源・映像に関わる

　権利について

　アーカイヴされたデータの正式公開

には、収録音源や映像に関わる権利を

調べる必要があります。藝大で収録さ

れた音源・映像には大きく 3 つの権

利者が関わっています。❶著作者＝

作曲者など、❷実演家＝演奏者やパ

フォーマー、❸レコード制作者（た

だし「GEIDAI Music Archive」の場合、

レコード制作者は藝大になりますので、

特に権利処理の必要はありません）。

　❶著作者：例えば作曲家の場合、著

 

（2）「GEIDAI Music Archive」の

　　取り組み

①活動紹介

　本学で行われている年間約 160 件

の公演のうち約 70 公演を、大学が公

式に記録するアーカイヴの対象としま

した。これらの公演は公式収録をし、

必要な権利確認や手続きを行って、公

開する対象となります。

　こちらが「GEIDAI Music Archive」

の ウェブサイト（https://gma.geidai.

ac.jp）です。トップページの「大学

主催公演」というリンクをクリックす

ると、年度ごとの公演チラシのサムネ

イルが出てきます。チラシの左下に小

さいマークがついている公演が学外公

開しているもので、動画で演奏会を見

ることができます。マークがついてい

ない公演は、何らかの理由でまだ公開

できていないので、演奏会の文字情報

だけ公開しています。

　また「GEIDAI Music Archive」は、「東

京藝大デジタルツイン」という学内の

他のプロジェクトとも連携し、プレミ

アム配信として、いくつかの公演を選

定した動画データを提供しています。

オペラなどの場合、日本語字幕付きの

公開や立体音響による録音など、特別

な研究にチャレンジした成果物として、

収録映像の配信を行っています。さら

には「IIJ（インターネットイニシア

ティブジャパン）」という学外企業と

の共同研究で、定期的にハイレゾ音源

を提供して、高音質な配信を行ってい

ます（註：IIJ との共同研究は 2023 年

1 月に終了いたしました）。
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アム配信として、いくつかの公演を選
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オペラなどの場合、日本語字幕付きの
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な研究にチャレンジした成果物として、
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のように公演ごとの見積もりを積極的

に取って使用料を明らかにしたうえで、

予算内での配信の検討を行っています。

④アーカイヴポリシー

　「GEIDAI Music Archive」 で は、 以

下のようなポリシーを心がけています。

　1)「今」可能な限りの最高な音質・

画質でデータを作成する。

　2) 出演者をはじめコンテンツ制作

にかかわる関係者に敬意を払う。

　「音楽の創造」に関わる全ての人に

敬意を払い、彼らによって作られるコ

ンテンツをアーカイヴして、1 曲ずつ

権利調査をして、「使われたくない人

がいたら使わない」といった配慮に基

づくデータ公開を心がける。

　3) 教育研究を第一に。音楽文化の

発展を目指す。

　まずは学生の利用、学内の授業や研

究での利用を最優先で進め、その後、

学外公開も音楽文化の発展のために積

極的に進めてゆく。

（3）未来を創造する

①コンテンツの多様な利用促進

　本学で行われる公演には様々なジャ

ンルがあり、例えば邦楽、オペラ、オー

ケストラ、合唱、室内楽などのクラシッ

ク音楽、さらにはジャズや、現代の作

曲家による新作発表、子どもたち向け

の公演などもあります。

　それらには国立大学だからこそ取り

組める企画も多く、演奏者は国内外で

活躍する教員やゲスト、邦楽には人間

 

作権の保護期間が満了している曲であ

れば、自由に公開できます。作曲家が

存命だったり、亡くなっていても保護

期間内で、著作権管理を JASRAC な

どに委託している場合、管理会社に利

用手続きを行います。本人が著作権を

管理している場合、利用許諾を本人に

取ります。

　❷実演家：学生や常勤の教員につい

ては、「著作隣接権等の取扱要項」と

いう学内の規則があり、そちらに基づ

いて許諾をいただきます。また、演奏

者が事務所に所属している場合、在籍

中の演奏を卒業後にどうするかとか、

演奏内容に問題があって……といった

場合の申し立てなど、「公開を希望し

ない」場合の処置なども記載されてい

ます。在学生以外の卒業生や学外のエ

キストラにも、取扱要項と同様の内容

の承諾書にて、事前に利用許諾をいた

だきます。

　大学の企画で演奏された、もしくは

授業の一環として出演した動画を大学

が利用するのは当たり前と思われるか

もしれませんが、そもそも収録や配信

を行うためには、実演家全員の許諾が

法律的に必要です。そのため、アーカ

イヴしたデータを公開する場合も、実

演家全員の利用許諾を確認し、その許

諾状況によって、どのような利用がで

きるかを管理しなければなりません。

　さらに音楽の場合、一般公開を行う

際の注意点として、高額の費用が発生

するケースがあります。

　⑴「外国曲（注：海外の作曲家の作

品）を映像で利用する場合にかかるシ

ンクロ権」。

　⑵「レンタル譜の使用」。

　レンタル譜を使用した楽曲は初演時

に利用料を払っていますが、データ公

開の際にも新たに費用が発生し、しか

も高額になることが多いので、注意が

必要です。

　例えば 2022 年のオペラ定期公演

モーツァルト「コシ・ファン・トゥッテ」

はレンタル譜を使用して上演されまし

た。楽曲はパブリックドメインです

が、無期限で無料配信する場合のレン

タル譜の二次使用料が 2 公演分で 44

万円かかります。著作権保護期間内の

楽曲については限定公開にしたり、公

開自体を断念することもあります。こ
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　東京藝大で今の役職に就く前、私は

NHK におりましたので、東京藝大と

いう教育現場のアーカイヴ事情、及び、

NHK でのアーカイヴ事業も多少知っ

ている状況です。今日は私の所属する

大学院映像研究科アニメーション専攻

の例などをご紹介します。

　2005 年、横浜校地に設立された大

学院映像研究科には、映画専攻、メディ

ア映像専攻、アニメーション専攻とい

う 3 つの修士課程があります。さら

に博士課程、2019 年からはゲームコー

スもスタートしました。

　私の所属するアニメーション専攻は

2008 年に開始されたので、今年で 15

年目です。修士 2 年制度で定員 16 名、

合計 32 名が在籍していますが、カリ

キュラムの特徴上、学生各自が 1 年

に 1 本のアニメーション作品を制作

しますので、毎年約 30 本前後の短編

アニメーションが制作されます。つま

り 15 年間で合計 450 本。世界中見渡

しても、毎年 30 本の新作をリリース

し続けるスタジオは、そうそうない。

つまり、教育機関でありながら、作品

制作、コンテンツ保有という意味では、

世界トップクラスのアーカイヴ組織と

言えるのかもしれません。

アーカイヴに関する 2 つの課題：

作品マスター等のアーカイヴ／

作品アーカイヴの視聴・公開

　今日は我々が取り組んでいる、2 つ

のアーカイヴに関する課題を、みなさ

まと考えていきます。まずひとつめ

は「作品マスター等のアーカイヴ」で

す。この〝マスター〟という言い方は

映像に独特なもので、おそらく美術作

品などの場合「一点モノ」が多いです

が、我々が扱う映像はどんどん複製（コ

ピー）できる。その原盤となるのがマ

スターです。コピーだけあっても、マ

スターがないとまずい。そのようなマ

スターのアーカイヴを、どう管理して

いくか。

　もうひとつの課題は「作品アーカイ

ヴの視聴・公開」です。完成作品をど

うやって、学生を含めた一般の方々に

公開し、視聴していただくか。アーカ

イヴの活用方法として非常に重要であ

り、我々も日々この 2 つの課題に直

芸術教育研究アーカイヴの継承とアート DX

岡本美津子（副学長デジタル推進担当／大学院映像研究科教授）

国宝の先生もいらっしゃる。学生は日

本最高峰の音楽大学で学ぶ演奏家であ

り、個々の公演や出演者に「音楽の創

造」がたくさん詰まっています。

　現在はサイト上で公演を視聴する利

用者が多いのですが、たまに「放送で

利用したい」などの要望もあります。

ただし「作品に利用したい」という問

い合わせは、ほとんどありません。な

ので、例えば映画作品への音楽提供や、

学校教育での教材提供、あと音楽解説

動画などにアーカイヴのデータを活用

することは可能だと思いますので、新

しい作品がそこから生まれてくれると

いいなと考えています。

②社会との連携

　今後も目まぐるしく変容する最新の

データ形式などへの対応が求められま

す。そのためには最新の技術が必要と

なり、本学で対応できるようになるま

でには時間もかかるため、専門家や企

業などと連携を取って、100 年後にも

通用するデータ形式で残していくこと

が必要です。

③未来創造継承センターに求めること

　音響研究室では、この収録〜権利処

理〜活用公開までの流れを、6 人のス

タッフで行っています。そうなると、

どうしても収録〜データ作成〜アーカ

イヴ化で精一杯になり、その後の権利

処理や公開作業はやっとこで、公開タ

イトルも少ないのではと思われそうで

す。

　ひとつの研究室がやれる範囲では、

「公開したものを創造につなげる」部

分がとても弱い気がします。かたや未

来創造継承センターは、大学全体がつ

ながる取り組みとして設立されたと伺

いましたので、例えば、音楽と別ジャ

ンル、大人と子供とか、藝大と社会

……こうした様々な関係を「GEIDAI 

Music Archive」のコンテンツを利用

して、つないでいくことを期待してい

ます。

　同時にアーカイヴに興味を持つ人材

の育成にも力を注いでいただき、「音

楽の創造」を未来につなげる「循環型

アーカイヴ」を一緒に作っていければ

と思います。
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年々変わるし、維持にもお金がかかる。

また、過去のフィルムや磁気テープに

保存していたものを、デジタルデータ

に変換しなければいけない。ハード

ディスクも、数年に 1 回は通電させ

なければいけない……等々を考えると、

データのアーカイヴ方法は様々にあれ

ど、その管理運用が教育研究現場にお

いて大きな問題になってくる。現在の

アニメーション専攻では、助手が交代

で担当され、アーカイヴ化も教育研究

助手の作業として位置づけられ、運用

されているのですが、それもだんだん

手に負えない程度の物量になってきて

います。

作品アーカイヴの視聴・公開

　映像の場合、当初はホームページ

内で配信していたこともありました

が、 や は り 既 存 の 動 画 配 信 プ ラ ッ

ト フ ォ ー ム を 利 用 し た 方 が、 世 界

中 の 方 た ち が 見 や す い し、 ア ク セ

ス 数 も 伸 び や す い こ と も あ り、 現

在 は 学 生 の 第 1 期 か ら 今 の 第 15 期

目 ま で の 各 期 の 全 作 品 を YouTube

チ ャ ン ネ ル（https://www.youtube.

com/@GEIDAIANIMATION）、お よ び

VIMEO チ ャ ン ネ ル（https://vimeo.

com/channels/geidaianimation）、

こ の 2 つ の 動 画 配 信 サ ー ビ ス で

「GEIDAIANIMATION」 と い う ブ ラ ン

ドで配信しています。アーカイヴとい

うと、とかく自前のプラットフォーム

でしか認められないと思われがちです

が、こうした既存のプラットフォーム

を使うことも非常に簡易かつ有効で

あったということです。

　ちなみに「GEIDAIANIMATION」の

チャンネル登録者数は現在 6 万 3,200

ユーザーで、300 本近い作品がアップ

ロードされており、日々増えています。

やってみて思ったのは、これらのチャ

ンネルで過去の先輩方の作品がいつで

も観られるわけで、学生の教材として

も非常に有益である。

　さらにこれらの動画を日本語・英語

の字幕付きで配信しているおかげで、

世界中の方々にリーチできる。なので、

東京藝大の広報としても有益であり、

映像研究科の受験希望者のほとんどが、

こちらを観て入ってくれる、みたいな

面している状況です。

　ひとつめの「作品マスター等のアー

カイヴ」の補足をします。この写真は

我々が実際に保有しているメディアの

例ですが……アニメーション専攻が開

始されてからの 15 年間で、作品マス

ターの保存メディアが、これぐらい変

化しました。

　私が最初に東京藝大に入った 2008

年頃はフィルムで作品を保存していま

した。ところがフィルムだと、再生に

特殊な環境が必要だったり、現像にお

金がかかったりと、諸々の課題があり

ました。そのうち、フィルムと並行し

て、磁気テープ（ビデオテープ）と呼

ばれるメディアに移り変わります。以

降、しばらくは磁気テープで保存して

いたのですが、最近はこの磁気テープ

も保存に問題ありということで、映像

業界全体のアーカイヴが、いわゆるデ

ジタルデータ化されてきているので、

我々もデータで保存するようになりま

した。

　とはいえ、データにも様々な形式が

あり、いろんな保存の仕方があります。

今行っている方法は、ひとつは学校に

あるサーバーにそのまま保存する、そ

れから保険のため、クラウド上にもう

1 個保存する。クラウドも大量のデー

タを継続的に保持するには問題がある

ので、さらに同一内容をハードディス

クにダウンロードして保存する……こ

ういった状況に変わってきました。

　サーバー、クラウド、ハードディス

クとひと口に言っても、データ形式も
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年々変わるし、維持にもお金がかかる。
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ので、この考え方は統一できるものな

のか微妙なところですが、とりあえず

藝大では、こういう契約をしています。

なので今後、学生作品のアーカイヴ化

を進めておくことが、学生のためにも

なるし、社会のためにもなるのであれ

ば、学校としても、こういう整備をど

んどんやっていく方法もあるのかもし

れません。

「アート DX」と、その前例である

「東京藝大デジタルツイン」の場合

　「アート DX」は現在の呼称で、そ

の前例である「東京藝大デジタルツイ

ン」から話を始めます。「東京藝大デ

ジタルツイン」は 2019 年コロナ禍の

真っ最中で、当時文化庁が様々な発表

の機会をコロナで奪われた組織や団体

に向けて、支援制度を行いました。そ

れで東京藝大も、奏楽堂を始め、数々

の一般向けのコンサートや展示を行っ

ていたので、そこに手を挙げて、文化

庁の助成金をいただき、立ち上げたの

が、「東京藝大デジタルツイン」です。

　当時は対面式のコンサートも展示も

全て中止となり、東京藝大の教育研究

の発表の場が失われてしまったわけで

す。せめてそれをバーチャルな空間上

で再現しようという目的で……「東京

藝大は教育研究の場として、上野・取

手・北千住・横浜に次ぐ第 5 のキャ

ンパスをインターネット上に立ち上げ

ます」と、そういったコンセプトで行っ

たプロジェクトが「デジタルツイン」

です。

　ネット上で、カテゴリー別に分類さ

れ、それぞれのコンテンツに関連カテ

ゴリーがタグづけされて、検索しやす

くなっており、コンサートや展示の記

録が並んでいました。ただ「第 5 のキャ

ンパス」と謳うからには、やはりキャ

ンパス機能が必要だろうということで

……Cluster とか VRchat と呼ばれる

メタ空間で、学生同士、または学生と

先生、学生と一般の人などが、実際に

チャットや音声付き会話、アバターで

の交流ができるみたいな、そういった

空間も用意されました。

　その中で「デジタル奏楽堂」のケー

スを紹介します。美術学部の金田充弘

研究室の方で、東京藝大の全キャンパ

メリットが如実に感じられるので、今

後もできる限り続けていこうと考えて

います。

　また、アニメーション作品はひとり

では作れないので、例えば音響監督や

作曲者、脚本家の名前などのメタデー

タも一緒に掲載し、配信するようにし

ています。

　先ほど山田さんの方から公開に関す

る契約の話がありましたが、アニメー

ション動画も、特に世界配信をするに

際しては、学校といえども学生の作品

を自由に配信し、利活用できるのかと

いう話も出てきました。

　この時、我々が行っているのは「契

約書（覚書）」という形式で、学生個

人と東京藝大が作品制作に関する著作

権についての契約を結ぶという行為を

行っています。

　一部を読み上げますと、「作品とは

何か」みたいな第 1 条の定義から始

まって、重要なのは第 2 条の（共有）

です。

第 2 条　甲と乙は共同で創作した作品

等にかかる著作権（以下、「本著作権」

という。）につき、持分を均等として

共有する。

　この「持分を均等として共有」した

場合、作品については、甲と乙（＝学

生と東京藝大）で「半分半分ですよ」と。

「お互いが著作権を 50% ／ 50% ずつ

持っている」という契約を、アニメー

ション専攻の場合はしています。

　さらに、学校での上映会や、作者個

人の個展、コンクール応募とか、条件

が諸々付くのですが、そういう場合は

お互い断らずに「上映していいよ」と、

そういった使用の範囲を規定したうえ

で「著作権は半々である」という契約

を結んでいます。こういう形で学生が

学校と著作権を結んでいる例は、藝大

の中でも少ないのではないかと思いま

す。

　ちなみに、アニメーション専攻は半

分・半分ですが、本学の映画専攻の場

合は 100% 大学です。それからメディ

ア映像専攻は、契約書はありませんが

ほぼ「100% 学生にある」という運用

をしています。世界中のケースでは

「100% 学校にある」場合が多かった
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終了以降もデジタル上で観られる。そ

れがまた、場所と結びついていくこと

によって、〝モノとしてのアーカイヴ〟

だけではない「この場所でこういう空

気で展示していたよ」という〝コト全

体のアーカイヴ〟につながっていく。

そういったこともあり、この「場所と

結びついたアーカイヴ」という表現を

させていただきました。

　さらに今年度から「デジタルツイン」

は「アート DX」という名前に変わり、

その中で「場所と結びついたアーカイ

ヴ」の一例として「デジタル上野の杜

アートプレゼンテーション」を行いま

した。

　建築科の金田先生チームが作られた

「デジタル上野の森」というメタバー

ス空間に、3D スキャン・フォト・グ

ラメトリーなどでデータ化した作品を

置いてみる試みでした。感慨深かった

のは、メタバース空間内にアート作品

があることで、作者との会話が生まれ、

結果的にメタバース空間を豊かなもの

にしていったことです。

　もともとアートは社会と連携して

人々の心を豊かにする存在だったので

すが、メタバース空間においても、そ

の役割は変わらない。むしろまた違っ

た意味で、アートの役割が飛躍してい

けるのではと思った次第です。今後は

「アート DX」が「東京藝大アート DX

ラボ（案）」と称されることで、さら

なる教育研究や社会連携などの活動が

できればと考えているところです。

ス、及び上野公園の空間を 3D 計測し

たデータをもとに、現物と同じ空間や

建物をメタ空間上に再現しました。さ

らに東京藝大のキャンパスを計測した

データからモデリングして〝デジタル

の奏楽堂〟を作られました。デモ動

画の「奏楽堂フライスルームービー」

（https://vimeo.com/511437864）を

ご覧いただくと、全部データで作られ

た「デジタル奏楽堂」の中を、自分が

まるでカメラになったような気分でフ

ライスルーできます。

場所と結びついたアーカイヴ：

「デジタル陳列館」の例

　さらには「陳列館」の方もデジタル

化されており、これはまた違ったプ

ラットフォームを使っています。

　こちらの「留学生の心象風景」は、

東京藝大で学ぶ留学生の作品を集めた

映像です。彼らは祖国を離れて外国で

作品制作をしているわけで、自分のア

イデンティティと向き合いながらの制

作には様々な思いがあるでしょう。彼

らの作品を集めることでそれが見えて

くるのでは、という展示です。

　 こ ち ら は「Masking / Unmasking 

Death 死をマスクする／仮面を剥が

す」展です。若干センシティブな話で

すが、ミャンマーのクーデターで亡く

なった方々のマスクを作ったアーティ

ストがいて、そのマスクを全部展示

した映像です。それらのマスクには

QR コードが付いていて、本人のプロ

フィールや、どうやって亡くなられた

のかといったエピソードが全部リンク

されています。

　先ほどの「デジタル奏楽堂」といい、

この「デジタル陳列館」といい、展示
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気で展示していたよ」という〝コト全

体のアーカイヴ〟につながっていく。
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結びついたアーカイヴ」という表現を

させていただきました。

　さらに今年度から「デジタルツイン」

は「アート DX」という名前に変わり、

その中で「場所と結びついたアーカイ

ヴ」の一例として「デジタル上野の杜

アートプレゼンテーション」を行いま

した。
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「デジタル上野の森」というメタバー

ス空間に、3D スキャン・フォト・グ
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のは、メタバース空間内にアート作品

があることで、作者との会話が生まれ、

結果的にメタバース空間を豊かなもの

にしていったことです。

　もともとアートは社会と連携して

人々の心を豊かにする存在だったので

すが、メタバース空間においても、そ

の役割は変わらない。むしろまた違っ

た意味で、アートの役割が飛躍してい

けるのではと思った次第です。今後は

「アート DX」が「東京藝大アート DX

ラボ（案）」と称されることで、さら

なる教育研究や社会連携などの活動が

できればと考えているところです。

ス、及び上野公園の空間を 3D 計測し

たデータをもとに、現物と同じ空間や

建物をメタ空間上に再現しました。さ

らに東京藝大のキャンパスを計測した

データからモデリングして〝デジタル

の奏楽堂〟を作られました。デモ動

画の「奏楽堂フライスルームービー」

（https://vimeo.com/511437864）を

ご覧いただくと、全部データで作られ

た「デジタル奏楽堂」の中を、自分が

まるでカメラになったような気分でフ

ライスルーできます。

場所と結びついたアーカイヴ：
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フィールや、どうやって亡くなられた

のかといったエピソードが全部リンク
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　先ほどの「デジタル奏楽堂」といい、

この「デジタル陳列館」といい、展示
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もちろん「学生数」みたいな基本情報

は大学概要に出ているし、「どのよう

な教員がどんな活動をしてきたか」や

「どんな演奏会や展覧会が行われてい

るか」などの情報はあります。だけど

「藝大出身の現役アーティストは何人

いるのか」みたいな情報は開示してい

ません。そうした疑問の解消には、や

はり豊富な情報が必要です。

　こうした情報は「集めて、整理す

る」ことで初めて有益になるのですが、

かつて総合芸術アーカイブセンターで

やってきた試みは、結果的には限定的

なものでした。「情報を集め、整理して、

教育や研究に役立てつつ、次世代へと

継承する」ようなアーカイヴのライフ

サイクル……今風に言えばエコシステ

ムをめざす必要があったのです。じゃ

あ、なぜ総合芸術アーカイブセンター

では実現できなかったのか？　端的に

言えば、外部から見た際に「活動内容

がよくわからなかった」からではない

か。ならば、それを変えていくために

は、アーカイヴの活動に思わず参加し

たくなるような「わかりやすい仕掛け」

が必要でしょう。なので、まずは「アー

カイヴを身近に感じてもらう」ことが

重要だと思います。

藝大全学に対する

「芸術情報資源の調査」

　その仕掛けのひとつとして、今年の

初め、全学部、研究科、所属組織など

に対して「芸術情報資源の調査」を実

施しました。実施したのは芸術情報セ

ンターという、いわゆる大学の情報イ

ンフラを整備する部署です。

　本来的には、情報セキュリティ対策

やインフラ整備のための調査でしたが、

裏の狙いとしては、集めた情報資源を

アーカイヴの基礎にしたかった。ただ

し、調査期間が 2022 年 2 月〜 5 月と

短期間だったこともあり、未回答の組

織や研究室、学科もありました。なの

で、全部ではありませんが、報告内容

を集約すると、約 160TB（テラバイト）

のデジタルデータになります。事前の

予想では、この倍以上の 400TB を想

定していたのですが……。

　例えば美術学部の油画の調査結果を

見ると、技法材料に関する講義、展示

　東京藝術大学の未来に関する私個人

の見解を述べる前に、少しだけ過去

を振り返らせてください。過去にも

藝大には情報を蓄積する組織、総合芸

術アーカイブセンターがあり、2011

年から 2016 年まで活動していました。

その目的は「本学が現在日常的に生み

出しつつある教育研究の成果物を……

やがて未来においては歴史的研究の対

象となるべき貴重な文化資源……とし

て次世代へ継承することが、大学に課

せられた重要な社会的使命である」と。

また主な活動として、学外アーカイヴ

機関調査、デジタル化の手法に関する

研究、知的財産活用戦略に関する研究、

アーカイヴ・コンテンツの教育資源と

しての活用などが掲げられていました。

　さらに同組織には 4 つのサブプロ

ジェクトによる展開がありました。ひ

とつめは彫刻を中心とした美術品を

3D デジタルで扱う「3D デジタル研

究プロジェクト」。2 つめは音響映像

……学内の演奏会を記録して配信す

るプロジェクト。3 つめは記録資料を

扱う「大学史文書研究プロジェクト」。

4 つめは「情報発信システム」です。

　私は、4 つめの「情報発信システム」

を担当していました。具体的な活動内

容は、講義映像の発掘とデジタル化、

配信、アーカイヴ・ストレージの構築

などの基盤部分です。さらには成果物

を展覧会などで定期公開したり、イベ

ントも開催しました。

「アーカイヴを身近に感じてもらう」

には

　東京藝大には 130 年以上の歴史が

ありますが、近年は活動予算が削られ、

人員も不足気味の状況下で、社会に対

して様々な仕掛けを行っています。そ

こで、この東京藝術大学とは「何をし

ている組織なのか？」という素朴な疑

問があります。

　例えば「学生数は何人？」みたいな

単純な疑問から、「ミステリアスな人

が多い、謎多き大学」とか「個性的で

変人が多いらしい」みたいな外部から

の評判もあるが、本当にそうなのか？

　こうした問いに対して、藝大の側か

ら「こういう情報があるから、本当だ

よ」みたいな回答ができるでしょうか。

アーカイヴから紡ぎ出される東京藝術大学
嘉村哲郎（芸術情報センター准教授）
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　かつての総合芸術アーカイブセン

ターでも、イベント情報を扱っていた

のですが、やはりメンテナンス要員を

確保できず、センターの終了とともに

情報更新の要員もいなくなったので、

2016 年 9 月までの情報しか残ってい

ません。ただし、この投稿内容は、メ

タデータとして WebAPI で使える仕

組みを持っているので、こうしたデー

タを整理しておくことで、後にアー

ティスト研究などに役立てられる可能

性がある。つまり、この「イベント情

報」は単なる情報閲覧のウェブサイト

だけれど、視点を変えてみれば、今藝

大で起こっていることを観察できる統

計的なデータとして使える可能性を秘

めているのです。

　そして、忘れてはいけないのが「過

去、藝大で起こっていたこと」も対象

にしなければならない。特に事務局の

公文書には「誰がいつ、何をしていた

のか」という、藝大の歴史を紐解くた

めの情報が集まっています。先ほどの

イベント情報もそうですが、過去の文

書もデータとして整理すれば、その背

後にある知識へのアプローチが可能に

なる。つまり過去・現在・未来に関す

る情報整理を同時並行して進めていく

ことが大事なのです。

　「知識へのアプローチ」としては、

単に対象から画像や映像、音声を取り

出すだけでは不十分で、それらを構成

する個々の要素に分解することで、ひ

とつのリソースとして統合されている

作品構造の意味を考えることができる。

情報を扱う利用者が関心を持つ対象物

を集め、そこから本質を抜き出すアー

カイヴのあり方が、まさに求められて

いるのではないでしょうか。

アーカイヴから

東京藝術大学を紡ぎ出す

　「そのためには何をしたいのか？」

という話を、最後にします。個人的な

興味としては、現在劣悪な環境で保存

されているデジタルデータのサルベー

ジや健全化、そしてデジタル化するこ

とで可能となる教育・研究のほか、エ

ンターテインメントにも活用できそう

な物理的資料のデジタルアーカイヴ化、

そして「デジタルデータのアーカイヴ

関係の記録、ゼミの内容文書、アトリ

エの配置など、教育研究に関わるもの

から、日常業務に関わるデジタルデー

タをいただいています。授業風景の記

録・映像・写真も、もちろん入ってま

す。データ形式としては、画像や映像

が中心ですが、研究室内に保存された

事務関連データなど、機密性を保有す

るデータもありました。

　また、この調査では「デジタル化し

た方がよいと思われる物理的な資料が

あれば、教えてください」ともお願い

しました。そのような物理的資料には、

ビデオテープ、ブルーレイディスク、

DVD、ミニ DV といったメディアから、

スライドフィルム、パネル、版画など

があった。彫刻科からの報告内容では、

石膏標本の資料が出て来ました。こう

いうものが 3D モデルデータで使えた

ら、また面白いことができるかもしれ

ません。そして、報告結果をまとめて

感じたのは、この東京藝大という組織

が持っている情報の量と価値は莫大で

あり、相当の可能性が潜在していると

いうことです。

　また芸術情報センターでは、研究室

や組織の講義、イベント情報などをま

とめて見られる映像サイトの試験版

を作成しています。特に 2020 年以降、

各研究室単位で、講義やイベント映像

の公開が開始されたのですが、現在各

所に分散しているものを単純に集める

だけでもインパクトがあります。

情報があつまれば、

新たな価値の発見につながる

　さらに「藝大関連アーティスト展

覧 会 情 報 」 と い う サ イ ト が こ ち ら

（https://geidai-ap.notion.site/9e9

7e6e3d2354df5a417e97b9f69fc12?

v=8649f23616ff494d97cac28234fed

4c3）にあるのですが、実はこれは藝

大アートプラザのスタッフが手作業で

集めているものです。集め方も、学生

や教員、卒業生など、藝大をキーワー

ドに、Twitter や Facebook といった

SNS で逐一探して、手入力して、整

理して、公開しているので、とんでも

なく手間がかかっている。でも、この

ように「今の情報が一覧化できる」と、

かなりのインパクトがあります。
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ジや健全化、そしてデジタル化するこ

とで可能となる教育・研究のほか、エ

ンターテインメントにも活用できそう

な物理的資料のデジタルアーカイヴ化、

そして「デジタルデータのアーカイヴ

関係の記録、ゼミの内容文書、アトリ

エの配置など、教育研究に関わるもの

から、日常業務に関わるデジタルデー

タをいただいています。授業風景の記

録・映像・写真も、もちろん入ってま

す。データ形式としては、画像や映像

が中心ですが、研究室内に保存された

事務関連データなど、機密性を保有す

るデータもありました。

　また、この調査では「デジタル化し

た方がよいと思われる物理的な資料が

あれば、教えてください」ともお願い

しました。そのような物理的資料には、

ビデオテープ、ブルーレイディスク、

DVD、ミニ DV といったメディアから、

スライドフィルム、パネル、版画など

があった。彫刻科からの報告内容では、

石膏標本の資料が出て来ました。こう

いうものが 3D モデルデータで使えた

ら、また面白いことができるかもしれ

ません。そして、報告結果をまとめて

感じたのは、この東京藝大という組織

が持っている情報の量と価値は莫大で

あり、相当の可能性が潜在していると

いうことです。

　また芸術情報センターでは、研究室

や組織の講義、イベント情報などをま

とめて見られる映像サイトの試験版

を作成しています。特に 2020 年以降、

各研究室単位で、講義やイベント映像

の公開が開始されたのですが、現在各

所に分散しているものを単純に集める

だけでもインパクトがあります。

情報があつまれば、

新たな価値の発見につながる

　さらに「藝大関連アーティスト展

覧 会 情 報 」 と い う サ イ ト が こ ち ら

（https://geidai-ap.notion.site/9e9

7e6e3d2354df5a417e97b9f69fc12?

v=8649f23616ff494d97cac28234fed

4c3）にあるのですが、実はこれは藝

大アートプラザのスタッフが手作業で

集めているものです。集め方も、学生

や教員、卒業生など、藝大をキーワー

ドに、Twitter や Facebook といった

SNS で逐一探して、手入力して、整

理して、公開しているので、とんでも

なく手間がかかっている。でも、この

ように「今の情報が一覧化できる」と、

かなりのインパクトがあります。
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今日これまでに発表された皆さんは、

アーカイヴの視点から各自の活動をお

話しされましたが、実はこの「共生社

会をつくるアート・コミュニケーショ

ン共創拠点」という事業は現在〝育成

型〟の段階にあり、これから始まる事

業なので、アーカイヴされたものは、

ほぼございません。なので、この事業

を通してアーカイヴをどのように重ね

合わせて考えていけるのかも含めて、

お話しします。

ちなみにこちらのプロジェクトは、

国の科学技術振興機構（通称・JST）

の競争的資金を獲得して進めています。

第 1 段階として、今〝育成型〟の段階

まで採択されていますが、今後 11 月

に提出する〝本格型〟の申請書を現在

作成中で、来年の 2 月に採択されれば、

4 月からようやく事業開始となります。

この「共創の場形成支援プログラム

（COI-NEXT）」 の 特 徴 は、 約 10 年 後

の社会の中で起こってくる様々な課題

をひとつ設定して、それを解決してい

くための方法をテクノロジーと合わせ

て提案していく事業内容です。科学技

術振興機構での競争的資金なので、本

学以外は基本的に理工学系大学がほぼ

全てですが、芸術系の大学が唯一東京

藝大だけ残っています。

そこで我々が、芸術を介して（テク

ノロジーと共に）取り組むべき課題と

して、「超高齢化社会における望まな

い孤独・孤立を防ぐ／減らす」ことに

チャレンジしてみたいのです。

「超高齢化社会」において

芸術ができること

2030 年には 65 歳以上の方が 31.8%

と、国民の 3 人に 1 人が高齢者にな

る時代が訪れます。こうした超高齢化

社会において、高齢者は離職や身体的

衰えなどが原因で、望まない孤独や孤

立状態になりやすくなる。さらにコロ

ナ禍がコミュニティを分断し、身体的

健康のみならず、長期的には社会的健

康（人と人がつながっていられる充足

感）も壊していく恐れがある。

2021 年、日本でも「孤独・孤立対

策担当大臣」が設置されました。その

背景にあるのは「孤独は健康被害だ」

という考え方があり、実際「タバコを

未来の共生社会をつくる：
アート・コミュニケーション共創拠点 伊藤達矢（社会連携センター特任教授）

　　　　　　※ 2022 年当時

と物理資料のデジタル化に関するリ

サーチ」です。

　さらにこれらのデジタルデータを使

うには、それら固有の権利処理が必要

です。総合芸術アーカイブセンター時

代に権利処理のテンプレートを作りま

したが、それでは全然足りていません。

3D データやプログラムなど、多様な

データ種類に応じた権利関係の承諾書

テンプレート作成は、今後の課題です。

　他にもやりたいことはたくさんある

のですが……残念ながら学内には資金

もなければ人もいません。外部資金を

獲得して人をつけて実施することも考

えられますが、外部資金に頼ると一過

性の内容になってしまう傾向がある。

情報基盤の位置づけとしてのアーカイ

ヴは、やはり長期的に継続する必要が

あります。そのためには、特定の部署

や組織に依存せず、活動を展開できる

方法を考えていった方がいいでしょう。

世界中から芸術や文化、藝大に興味の

ある人を集め、その興味に応じたプロ

ジェクトを立ち上げるような、自律的

な組織の展開を考えられないか、その

ようなことも考えています。

　その実現のために未来創造継承セン

ターに期待されるのは、多様な人やコ

ミュニティが集まり、仲介役となるセ

ンターです。つまり、情報資源のアー

カイヴのみならず、人的資源のアーカ

イヴとしても機能してほしい。その結

果、芸術文化に関する技術や知識の継

承をも担うことにつながるのではない

でしょうか。



44 キックオフ・シンポジウム「未来・創造・継承」第 2 部 45

今日これまでに発表された皆さんは、

アーカイヴの視点から各自の活動をお

話しされましたが、実はこの「共生社

会をつくるアート・コミュニケーショ

ン共創拠点」という事業は現在〝育成

型〟の段階にあり、これから始まる事

業なので、アーカイヴされたものは、

ほぼございません。なので、この事業

を通してアーカイヴをどのように重ね

合わせて考えていけるのかも含めて、

お話しします。

ちなみにこちらのプロジェクトは、

国の科学技術振興機構（通称・JST）

の競争的資金を獲得して進めています。

第 1 段階として、今〝育成型〟の段階

まで採択されていますが、今後 11 月

に提出する〝本格型〟の申請書を現在

作成中で、来年の 2 月に採択されれば、

4 月からようやく事業開始となります。

この「共創の場形成支援プログラム

（COI-NEXT）」 の 特 徴 は、 約 10 年 後

の社会の中で起こってくる様々な課題

をひとつ設定して、それを解決してい

くための方法をテクノロジーと合わせ

て提案していく事業内容です。科学技

術振興機構での競争的資金なので、本

学以外は基本的に理工学系大学がほぼ

全てですが、芸術系の大学が唯一東京

藝大だけ残っています。

そこで我々が、芸術を介して（テク

ノロジーと共に）取り組むべき課題と

して、「超高齢化社会における望まな

い孤独・孤立を防ぐ／減らす」ことに

チャレンジしてみたいのです。

「超高齢化社会」において

芸術ができること

2030 年には 65 歳以上の方が 31.8%

と、国民の 3 人に 1 人が高齢者にな

る時代が訪れます。こうした超高齢化

社会において、高齢者は離職や身体的

衰えなどが原因で、望まない孤独や孤

立状態になりやすくなる。さらにコロ

ナ禍がコミュニティを分断し、身体的

健康のみならず、長期的には社会的健

康（人と人がつながっていられる充足

感）も壊していく恐れがある。

2021 年、日本でも「孤独・孤立対

策担当大臣」が設置されました。その

背景にあるのは「孤独は健康被害だ」

という考え方があり、実際「タバコを

未来の共生社会をつくる：
アート・コミュニケーション共創拠点 伊藤達矢（社会連携センター特任教授）

　　　　　　※ 2022 年当時

と物理資料のデジタル化に関するリ

サーチ」です。

　さらにこれらのデジタルデータを使

うには、それら固有の権利処理が必要

です。総合芸術アーカイブセンター時

代に権利処理のテンプレートを作りま

したが、それでは全然足りていません。

3D データやプログラムなど、多様な

データ種類に応じた権利関係の承諾書

テンプレート作成は、今後の課題です。

　他にもやりたいことはたくさんある

のですが……残念ながら学内には資金

もなければ人もいません。外部資金を

獲得して人をつけて実施することも考

えられますが、外部資金に頼ると一過

性の内容になってしまう傾向がある。

情報基盤の位置づけとしてのアーカイ

ヴは、やはり長期的に継続する必要が

あります。そのためには、特定の部署

や組織に依存せず、活動を展開できる

方法を考えていった方がいいでしょう。

世界中から芸術や文化、藝大に興味の

ある人を集め、その興味に応じたプロ

ジェクトを立ち上げるような、自律的

な組織の展開を考えられないか、その

ようなことも考えています。

　その実現のために未来創造継承セン

ターに期待されるのは、多様な人やコ

ミュニティが集まり、仲介役となるセ

ンターです。つまり、情報資源のアー

カイヴのみならず、人的資源のアーカ

イヴとしても機能してほしい。その結

果、芸術文化に関する技術や知識の継

承をも担うことにつながるのではない

でしょうか。
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造語で表現してみました。

具体的にはアート＝芸術と医療と福

祉とテクノロジーを組み合わせて、そ

の人が自分らしくいられるレジリエン

ト（resilient）な場やクリエイティヴ

な体験を「文化的処方」で提供しよう

と。さらにそれを地域社会の中に浸透

させることで、人々が社会に参加する

ための新しいコミュニケーションの回

路を作っていくのです。

その場合、医療や福祉との連携が大

切になり、文化セクターと医療セク

ターや福祉セクターとの連携といっ

た社会的回路の構築が重要になります。

ところが超高齢化社会において、例え

ば具合が悪くなって初めて病院で治療

を受けたり、生活がもう立ちゆかなく

なってから福祉に頼ってくる状態では

後手になる。そうではなくて、文化セ

クター的な機関が最初から入って、三

位が一体になることで、ひとりひとり

に合ったケアと社会参加のデザインを、

より上流から届けていくような構想を

立てています。

これは当然、文化セクターだけでは

できませんので、現在進行形の「共創

拠点」事業では、行政や企業や医療の

研究機関、海外の研究機関や大学との

連携などを幅広く包括した、拠点の立

ち上げを進めています。特にハブ機能

を持つ企業……ヤマト運輸株式会社さ

んのような運輸会社や、ICT 分野の技

術開発能力を有する企業と一緒になり

ながら考えています。

その時に、アーカイヴが重要になっ

てきます。例えば芸術が、どういった

地域やテクノロジー、医療的側面と、

それぞれマッチングしていけるのか？

　大学の中にどういう資源があるの

か？　こうした課題が重要事項で、例

えばこの未来創造継承センターの中に

（先ほどの嘉村さんの発表にあったよ

うな）データベースがあれば、様々な

組み合わせを拠点内で起こせるのでは

ないでしょうか。

更新後のビジョンから

バックキャストした研究の全体像

中途段階なので、必ずしも確定では

ありませんが……共創拠点の設立にあ

たって、【アイデア】【技術】【社会実

1 日に 15 本吸う」よりも有害だと言

われている。あるいはイギリスでもか

つて「孤独問題担当大臣」が置かれて

いた時代がありましたが、その背景に

は「5% の孤独率で国家損失が 4.9 兆

円＝ 320 億ポンド」という OECD の

調査による試算がありました。日本に

これを当てはめると、日本はイギリス

の人口の約 2 倍で、OECD 調査での指

数が 15% になるので、単純計算はで

きないにしても、約 30 兆円くらいの

国家損失がある。

こうした時代において、健康の悪化

のみならず、精神面の悪化、孤独死に

よる死後の発見の遅れ、ともするとそ

れが犯罪にもつながりかねないなど、

非常に複合的で解きほぐしにくい社会

課題である。なので、継続的に様々な

人たちと共に考えてゆくコミュニケー

ションのプロセスにこそ、課題解決の

糸口があるとするならば、まさにアー

トがそれに取り組む価値があるのでは、

と考えた次第です。

「社会的処方」と「文化的処方」

そこでのひとつのモデルが「社会的

処方（ソーシャル・プレスクライビン

グ）」で、すでにイギリスでは実装され、

保険の対象にもなっています。例えば

診療所に行って「ちょっと具合が悪い

です」と患者さんが訴えたのに対して、

医師が「眠れないんだったら睡眠導入

剤を処方しますね」といった薬学的な

対応のみらず、例えば地域のコミュニ

ティや、患者自身の QOL 自体を向上

させるような処方を提供する……それ

を「社会的処方」と呼びます。

しかし、基本的には孤独と孤立は別

問題で……孤独とは主観的で、かたや

孤立とは客観的な課題です。たとえ社

会との物理的なつながりが担保された

としても、寂しさや不安といった主観

的課題に必ずしも答えてはくれない。

なので我々は、その「孤独や孤立」の

問題をひとつとして捉えた場合、もは

や社会とのつながりのみならず、自分

の内面と向き合うことも含めて、文化

や芸術でもって、その問題に取り組ん

でゆく。それを「文化的処方」という
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造語で表現してみました。

具体的にはアート＝芸術と医療と福

祉とテクノロジーを組み合わせて、そ

の人が自分らしくいられるレジリエン

ト（resilient）な場やクリエイティヴ

な体験を「文化的処方」で提供しよう

と。さらにそれを地域社会の中に浸透

させることで、人々が社会に参加する

ための新しいコミュニケーションの回

路を作っていくのです。

その場合、医療や福祉との連携が大

切になり、文化セクターと医療セク

ターや福祉セクターとの連携といっ

た社会的回路の構築が重要になります。

ところが超高齢化社会において、例え

ば具合が悪くなって初めて病院で治療

を受けたり、生活がもう立ちゆかなく

なってから福祉に頼ってくる状態では

後手になる。そうではなくて、文化セ

クター的な機関が最初から入って、三

位が一体になることで、ひとりひとり

に合ったケアと社会参加のデザインを、

より上流から届けていくような構想を

立てています。

これは当然、文化セクターだけでは

できませんので、現在進行形の「共創

拠点」事業では、行政や企業や医療の

研究機関、海外の研究機関や大学との

連携などを幅広く包括した、拠点の立

ち上げを進めています。特にハブ機能

を持つ企業……ヤマト運輸株式会社さ

んのような運輸会社や、ICT 分野の技

術開発能力を有する企業と一緒になり

ながら考えています。

その時に、アーカイヴが重要になっ

てきます。例えば芸術が、どういった

地域やテクノロジー、医療的側面と、

それぞれマッチングしていけるのか？

　大学の中にどういう資源があるの

か？　こうした課題が重要事項で、例

えばこの未来創造継承センターの中に

（先ほどの嘉村さんの発表にあったよ

うな）データベースがあれば、様々な

組み合わせを拠点内で起こせるのでは

ないでしょうか。

更新後のビジョンから

バックキャストした研究の全体像

中途段階なので、必ずしも確定では

ありませんが……共創拠点の設立にあ

たって、【アイデア】【技術】【社会実

1 日に 15 本吸う」よりも有害だと言

われている。あるいはイギリスでもか

つて「孤独問題担当大臣」が置かれて

いた時代がありましたが、その背景に

は「5% の孤独率で国家損失が 4.9 兆

円＝ 320 億ポンド」という OECD の

調査による試算がありました。日本に

これを当てはめると、日本はイギリス

の人口の約 2 倍で、OECD 調査での指

数が 15% になるので、単純計算はで

きないにしても、約 30 兆円くらいの

国家損失がある。

こうした時代において、健康の悪化

のみならず、精神面の悪化、孤独死に

よる死後の発見の遅れ、ともするとそ

れが犯罪にもつながりかねないなど、

非常に複合的で解きほぐしにくい社会

課題である。なので、継続的に様々な

人たちと共に考えてゆくコミュニケー

ションのプロセスにこそ、課題解決の

糸口があるとするならば、まさにアー

トがそれに取り組む価値があるのでは、

と考えた次第です。

「社会的処方」と「文化的処方」

そこでのひとつのモデルが「社会的
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認知症の方々を対象にした対話型鑑賞

ワークショップとかをオンライン上で

行いました。他にも、以前の COI プ

ログラムで開発された「だれでもピア

ノ」を活用したプログラムや、社会連

携センターの特任助教である坂田ゆか

りさんが、一人暮らしの高齢者のお宅

と演劇を組み合わせた対話プログラム

など。このように家や部屋の中、街中

やオフィス空間、PC やスマートフォ

ンなどのソフトウェア空間内に芸術を

持ち込むことによって、それぞれの課

題の抽出や改善を進めていくことを、

基礎的な実践として行っています。

2 番目の【技術】では、大学院映像

研究科の桐山孝司先生が中心になられ

た「小児病棟へのプロジェクション

マッピング」や、横浜市内を運行する

「外出を促すアートバス」の計画など

が、その一例です。また、美術学部建

築科の金田充弘先生にご協力いただい

た「デジタル上野の森」の一環として、

藝大の入口付近にある「旧博物館動物

園駅」を 3D スキャンすることで、普

段はなかなか入れない場所をデジタル

空間上で体験できるような取り組みを、

京成電鉄さんと一緒に行っています。

【社会実装】の側面では、社会連携

センターが中心になって様々な地域と

連携していきます。孤独や孤立の問題

を考えるうえで、地域との連携が重要

になってきます。今、全国の地域と連

携して、藝大キャンパスのある取手市

での「たいけん美じゅつ場 VIVA」、あ

と今度、浦安市と新しいアートプロ

ジェクトを連携することを進めていま

す。

【エビデンス】の部分では、先端芸

術表現科の古川聖先生の《Bubbles》

というメディアアートを活用して、参

加者の身体データを取得することで、

怒りや混乱、疲労度などを測定しなが

ら、日本音楽療法学会での発表を行っ

ています。

【人材育成】の部分では（先ほど少

しお話しした）「DOOR プロジェクト」

と連携しながら、新たな人材の育成を

同時に進めています。特に地域の中で、

与えられるのではなくて、必要な何か

を自分たちの手で作り出していける社

会を作っていくことで、藝大生だけで

はない、一般市民の活動を、新しい企

装】【エビデンス】【人材育成】の合計

5 つの研究開発課題を立ち上げ、それ

らの社会実装を中心に置きながら、「研

究開発と実践の往還」と「ナレッジと

人材育成の往還」の 2 つの大きなサ

イクルを回していこうと考えています。

先ほど、芸術やテクノロジーを介し

て、様々な人が社会参加する入口とな

る体験やレジリエントな場所を作って

いくことが「文化的処方」だと申しま

したが、「研究開発と実践の往還」と

は、そうした体験を具体化させるため、

藝大に属する学生や研究者、先生方の

アイデアをベースに、それらを地域へ

届けるために、何らかのテクノロジー

を導入し、社会に返してゆく。その際、

社会の側からのニーズや課題が研究課

題として戻され、それらが解決された

ものが実装・製品化・サービスとして、

社会に返されてゆくことで、ひとつの

往還になると思います。

もうひとつの「ナレッジと人材育成

の往還」は、そこの社会実装で様々な

知財やデータが蓄えられてゆくと考え

られます。例えばこのセンターの中で

共有しながら、様々な知財データの

活用を一緒にやらせていただけると、

我々の活動の中で生まれた様々なエビ

デンスを共有できるのではないか。そ

ういった社会的実装や蓄えられたエビ

デンスを元に、アーティストや研究者

や……履修証明プログラムや DOOR

プロジェクトとして、今藝大に参加し

てくださっている一般の方々もいらっ

しゃいます。そういった人の中で、芸

術と社会・ケア・医療の分野をブリッ

ジしていけるような新たな人材の育成

も、この拠点内でめざしていきたいで

す。

5 つの「研究開発課題」について

残り時間内で、個々の研究開発課題

について補足します。

まずは【アイデア】ですが、来年か

ら本格的に始動する事業なので、今は

まだ藝大の先生方に少しずつ協力をい

ただきながら進めている段階です。例

えば、東京都美術館と東京藝術大学

の連携事業である「Creative Ageing 

ずっとび」。東京都美術館の中で実際

に開催している展覧会を活用しながら、
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　今日は本当に未来創造継承センター

立ち上げのエポック的なシンポジウム

になったと思います。先に発表された

嘉村さんも触れられていたように、こ

れまでにも藝大にはアーカイヴのプロ

ジェクトが存在したのですが、継続さ

れているものと休止中のものがあるの

で、やはりアーカイヴをより身近に感

じられる存在にして活用しないといけ

ない。

　21 世紀を迎えた藝大が、さらには

日本社会が未曾有の変動期を迎えてい

る今、しっかりと整理されたアーカイ

ヴの確立が、とても重要です。日常生

活の成果物として出てきた芸術表現は、

なかなか形に残りにくい。「芸術のた

めの芸術」ばかりではないので、社会

の中で芸術がどう活用されていくのか、

あるいは、芸術が社会にどう影響を及

ぼしていくのかは、そのアーカイヴの

活用次第です。まさにこの未来創造継

承センターの役割が、さらに重要に

なっていきますので、藝大全体で作り

あげていきたいと思います。

センターへの期待

日比野克彦（学長）

キックオフ・シンポジウム：第 3 部

業や NPO として育てていこうと思っ

ています。東京藝大「I LOVE YOU プ

ロジェクト」ということで、この共創

拠点のコンセプトをベースに募集した

ところ、研究室学生や卒業生の皆さん

から本年度内に 114 件の申請をいた

だき、46 件を採択しました。これら

をベースに来年以降、本格的な実装を

めざして準備を整えていきます。
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登壇者　日比野克彦・岡本美津子・伊藤達矢・嘉村哲郎
聞き手　桐野文良・平諭一郎・田口智子

機関も関わってくるので、そのような

ビッグプロジェクトをどうやって残し

ていくかが、今後のテーマのように考

えています。

　そこでまず伊藤先生にお伺いしま

す。日比野学長とともに東京藝大「I 

LOVE YOU」プロジェクトや共創プロ

ジェクトを進められている中で、アー

カイヴの活用や継承の可能性を追求さ

れているとのお話でしたが、いわゆる

情報やプロジェクトだけではなく、人

材として知恵を伝え、紡いでいくやり

方もあります。そうした「人材育成」

の側面は、いかがお考えでしょうか？

アーカイヴをめぐる人材育成

伊藤　おそらくプロジェクトの作成と

アーカイヴの設計を同時にやっていく

ことが必要な気がします。従来のアー

カイヴというと、結果として残された

モノを回収して体系づけ、それらを編

集して、価値を見出し、記録していく

という順番でしたが、おそらくこれだ

田口　ここからは「ラウンドテーブル」

と題し、日比野克彦学長と 3 名の登

壇者とともに、創造の源泉としての東

京藝術大学と未来創造継承センターの

役割について考えていきます。

平　先ほどの日比野学長のご挨拶にも

あったように社会全体が転換期を迎え

ている中、大学の役割、そしてアート

の役割も大きく変わろうとしていま

す。アーカイヴとの関わりで言えば、

伊藤先生の発表内で出てきた「社会課

題の解決に取り組むプロジェクト」が

関係してきます。従来のいわゆる美術

作品や演奏作品とは毛色が少し違うと

いうか、より大きなテーマのプロジェ

クトのようです。

　これまでにも様々なアートプロジェ

クトが学内にあったけれど、わりと属

人的な形で情報が残されてゆく一方、

そうした情報が大学側にあまり残され

ていないケースが多かった。かたや「社

会課題の解決」というテーマの大きい

プロジェクトでは、様々な企業や研究

ラウンドテーブル
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岡本　はい、先ほど伊藤先生が仰られ

ていたように、作品制作やプロジェク

トの実行と並行して、アーカイヴの作

成まで視野に入れた事業設計や作品設

計をしましょう、と。つまりアーティ

スト教育そのものに「自分の作品を制

作してからアーカイヴするまで」を含

めるべきだと思います。なので、まず

はそうした人材育成の足元である、美

術教育の位置づけから考えていった方

が早い気がする。また大学全体として

は、アーカイヴの専門家や組織による

各部局へのガイダンスや、ガイドライ

ン的なものを用意した方がいいかと

思った次第です。

社会課題としてのアーカイヴ／通史

平　先ほど日比野学長が大学の未来に

ついてお話しされた中で、特に今後の

アートが果たすべき役割として「社会

課題の解決」という部分を強く仰られ

ていました。なので、そうした視点か

ら、社会における東京藝術大学の役割

に関して、もう少しお話しいただける

とありがたいです。

日比野　はい、大丈夫です。ちゃんと

アーカイヴの話もします（笑）。アー

カイヴという言葉を一番最初に聞いた

のは……僕が藝大の学生だった 1978

〜 79 年頃、デザイン科に内山昭太郎

さんという先生がいた。ちなみに僕は

現役時代は藝大に落ちたので多摩美に

1 年間通って、向こうで内山さんの授

業を受けていた。その後、藝大に受かっ

て来てみたら、内山さんも多摩美から

藝大に移ってきた。僕が 2 年生ぐら

いの時、藝大初の映像の授業を担当し

たのがたしか内山さんで、「いろんな

けデジタル技術が発達してくると、創

作活動と価値の発生と情報の活用の間

にタイムラグがなくなってゆく気がす

る。ただ単に終わったモノを取ってお

くだけではなく、変貌し続ける社会の

中でアーカイヴをリアルタイムで活用

するシステムが必要とされているので

はないでしょうか。

平　まさに今生まれている表現や作品

と並走しながら、同時にそれらを残

し、伝えてゆくことが、本学において

も様々な形で行われています。大学美

術館では優秀な卒業制作や自画像が

毎年百数十点増えてゆくし、「GEIDAI 

Music Archive」でも、毎年数多くの

卒業公演が収録され、配信されている。

またアニメーション専攻だけでも、毎

年 30 本の短編がリリースされている。

　今日のお話では、それらは個々で収

録され、アーカイヴされ、公開されて

いる。しかしそんな状況下で、先ほど

嘉村先生がお話しされたような「藝

大って何なの？」とか「結局どこを見

ればいいの？」といった外部からの問

いに答えきれていない。いわゆる「藝

大のまとめサイト」的なものを用意す

る必要がある一方で、より長期的な視

点に立つ必要性を最後の方で語られて

いて、つまりそれは「情報のみならず、

人的資源の継承も大事だ」という指摘

かと思いました。その「人的資源の継

承」とは、いわゆるアーカイヴ教育の

浸透みたいな話と捉えていいのでしょ

うか。

嘉村　いわゆる「人的資源」に関して

も色々な捉え方があると思いますが、

芸術活動を行う際、新たな表現活動に

必要とされる知識や技術を備えている

人に（まだそれらを備えていない人が）

聞いたり、教わったりすることも有効

だと思うわけです。ですから、情報資

源だけ集めるのではなくて、「学内に

はこういうことをできる人がいるんだ

ぞ」みたいな情報を集めた後で、技術

的な協力を交わせるような仕組みがで

きないか……という意味で、「人的資

源」という言い方をさせていただきま

した。

平　岡本先生の発表によれば、いまは

教育研究助手がアニメーション専攻の

学生作品に関するデータ保管や管理運

用を担われているというお話でした

が、最後の方で「アーカイヴ人材の育

成も重要である」とも仰られていまし

た。もちろん現場に携わる若手の研究

者やアーティスト、アニメーターの方々

がデータの管理運用も担われることは

大事ですが、やはり専門家の育成も視

野に入れられているのでしょうか。
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で、次々と挑戦しつづけることで、西

洋と日本の伝統をいかにして取り込ん

でいくかという苦悩が、前田青邨さん

にもあったのでしょう。

　でも、僕らがなんとなく勉強してし

まうのは「何々派」とか「何々流」み

たいな結果なんだよね。例えば「もの

派」とか、村上隆さんが提唱した「スー

パーフラット」とか……そういう結果

や現象に向かいがちである。だけど、

そこに到達するまでには、作家の中に

は様々な葛藤があったはず。

　だから丹念にそれを辿っていけば、

全ての時代のアートシーンがつながっ

てくる。その結果が今の文化だという

ことを、より意識すべきだと思う。そ

れが「通史」の意味で、そうするとア

ニメも映像もファッションも漫画も現

代美術も、すべてがつながってくる。

ただそれを立証するには、膨大な資料

やデータをきちんと分析し、ビッグ

データ化して、編集することが必要と

なる。でも、それを可能にする力が、

今の藝大にはあるような気がします。

平　タイムリーなお話をありがとうご

ざいます。前田青邨さんは本学の学長

を 2 度務められた平山郁夫さんの師

匠ですし、そういった作家名や、彼ら

が手がけた作品名は、歴史資料や文字

情報として伝わってくるけれど、じゃ

あ、そうした師弟関係の中で、どの時

代のどの画風の時に 2 人が出会って

影響を受けたのかとか、同時代にどの

ような人が活躍して、影響を与え合っ

たのかなどは、文字情報だけではなか

記録を残すには映像を使うのが有効な

ので、これからは映像でアーカイヴを

作るのだ」みたいな話を、この隣の校

舎で聞いていたことを今回思い出した

のです。

　当時のアーカイヴというのは「なく

なるものを記録していく」みたいな意

味だったわけですが、やはり単に「記

録を残す」だけではなくて、それをど

うやって活用していくかを考えない

と、有効なものにはならない。アート

表現の「本歌取り」ができればできる

ほど、藝大ならではの特徴が出てくる

と思う。つまり「本歌取り」をしやす

いようなアーカイヴをいかに生産し続

けるかが、大事なのかもしれない。

　なので、「あ、これ、いただき！」

とか「これとこれをくっつけて、なん

か俺やりたい！」みたいな発見や衝動

を、藝大の中に無数に引き起こすよう

なアーカイヴをめざしていただきた

い。それが実現された暁には、他の企

業や組織から「藝大さんのそれ、うち

で活用させてもらっていいですか？」

みたいな問い合わせがきて、システム

の「本歌取り」的なことまで実現する

と、すごくいい。そうなれば、社会の

中での芸術の役割も、自ずと変わって

いく気がする。

平　まさに、「GEIDAI Music Archive」

のお話をされた山田先生からも「音楽

と別のジャンルをつなぐような取り組

み」の話がありましたが、「学内と学

外」や「日本と世界」さらには「アー

ト業界と非アート業界」というような

異なる界隈で芸術資源の「本歌取り」、

ないしは継承や活用を広げてゆくこと

が、芸術の役割を拡大していくように

も思えます。

　関連して、日比野学長が最近よく仰

られている「通史」という言葉……過

去と現在と未来をどのようにつないで

いくかという視点も、新しい大学の役

割につながっていく気がするのです

が、どういった思いから、そのような

キーワードが出てきたのでしょうか。

日比野　「通史」が気になったのは、

ここ数ヶ月の話で……今年（2022 年）

の 9 月 29 日から岐阜県美術館で「前

田青邨展」が始まった。前田青邨さん

は藝大日本画の主任教授もやられてい

た日本画壇の巨匠で、岐阜県中津川出

身です。

　その前田青邨展の解説の中に「前田

青邨が生きていた明治・大正・昭和の

時代にも、西洋の構図を持った絵がも

てはやされ、危機感を感じた前田が、

油絵具をたくさん買った時期があっ

た」という話が出てきました。画材か

ら画風から構図やモチーフやテーマま
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の「GEIDAI Music Archive」の話でも

あったとおり、まずは教育研究を優先

させ、学内の人が芸術資源に触れ、そ

れらを活用できるようにすることが第

一ですが、いつかどこかで「学外にも

開く」ことが実現するといいような気

がします。

聴講者からの質問

平　一般聴講者からの質問もご紹介し

ます。例えば「国内外の類似する他機

関と連携する予定はあるのでしょう

か？　あるいは権利処理に関する国内

外の政策や実践の把握、情報共有のた

め、一種の標準化を導入する予定はあ

るのか？」と。

　学内ではすでに様々な契約書や権利

書が作られていますが、まずは、どの

部署がどのようなものを使っているか

の「見える化」が最初に来るのではな

いでしょうか。なので「標準化」はそ

の先の課題だと思いますが……嘉村先

生、あり得るのでしょうか？

嘉村　以前、デジタルアーカイブ学会

で、「デジタルアーカイヴの権利承諾

書」のフォーマットを作ろうとしたの

ですが、難しすぎて使い物にならな

かった。例えば映像には適応できて

も、文化財だと立体物の撮影ですので

……じゃあ、ボーン・デジタルのデー

タやプログラムにもそれが対応できる

かというと、難しい。これはもう、や

りながら作っていって、事例を集める

しかないので、その「標準化」は現実

的には難しいと思います。学内で使う

場合とビジネス目的の場合など様々な

パターンがあるので、事例ごとの対策

をひたすら用意していくしかないとい

なかわかりませんよね。

　しかしアニメーション専攻学生の作

品 が YouTube や Vimeo で 公 開 さ れ

ているように、テクノロジーのおかげ

で、作家名や作品名に限らず、表現の

中身まで伝えられるようになってき

た。やがて、作家同士の関係性や時代

との影響関係なども、より明らかにな

る予感がします。なので、学内で生み

出された表現をできるだけ漏らさず記

録し、継承していきたいのですが……

アニメーション専攻以外に、映画専攻

やメディア映像専攻の作品もありま

す。先ほどの岡本先生のお話ですと、

「アート DX」になって以降、取り扱

う情報もいっそう増えてきた中で、そ

れらを取りこぼさず全員分を公開して

ゆくような方向を考えられているので

しょうか。

岡本　アーカイヴの公開という意味で

実は一番面白かったのが、その「アニ

メーション専攻の YouTube チャンネ

ル」に寄せられたコメントでした。一

般視聴者の方々がコメント欄に感想を

寄せられる設計なのですが、日本語の

みならず、時には英語だったり、読め

ない言語だったり……各学生の作品ご

とにダーッて集まる。最近では〝荒ら

し〟というか、ちょっとひどいコメン

トもたまに見受けられますが、概して

それらのコメントを読めば「あ、この

作品は、こういうことでヒットしてる

んだ」という部分が判明し、学生や教

員にとってものすごく参考になる。だ

から「藝大の持っている情報資産を公

開することで、一般の人たちがその価

値を見つけてくれる」場合もあるのだ

な、と思った次第です。

　もうひとつ欠かせない話として、

アーカイヴを通して、美術学校やアー

トの価値を理解してくれる人たちの

コミュニティを形成できるのではない

か。藝大生の作品を心待ちにしてくだ

さっている、言わば「藝大のステーク

ホルダー」の皆さんがいらっしゃるわ

けで、様々な技術を介してそうした人

たちが、藝大のアーカイヴを常に見て

くれるような仕組みができるといいな

とも思いました。

平　たしかに、そうした仕組みがあれ

ば、芸術に直接携わる人以外とも接点

が持てるようになるし、先ほどの伊藤

先生の話にもあった「企業とのマッチ

ング」の可能性も出てくるでしょう。

「企業サイドにはこういうニーズがあ

るから、東京藝大のシーズをちょっと

探してみよう」みたいな話が実現する

かもしれません。

　とはいえ、大学美術館のフル・デジ

タル化も大変な道のりですし、先ほど
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の「GEIDAI Music Archive」の話でも

あったとおり、まずは教育研究を優先

させ、学内の人が芸術資源に触れ、そ

れらを活用できるようにすることが第

一ですが、いつかどこかで「学外にも

開く」ことが実現するといいような気

がします。

聴講者からの質問

平　一般聴講者からの質問もご紹介し

ます。例えば「国内外の類似する他機

関と連携する予定はあるのでしょう

か？　あるいは権利処理に関する国内

外の政策や実践の把握、情報共有のた

め、一種の標準化を導入する予定はあ

るのか？」と。

　学内ではすでに様々な契約書や権利

書が作られていますが、まずは、どの

部署がどのようなものを使っているか

の「見える化」が最初に来るのではな

いでしょうか。なので「標準化」はそ

の先の課題だと思いますが……嘉村先

生、あり得るのでしょうか？

嘉村　以前、デジタルアーカイブ学会

で、「デジタルアーカイヴの権利承諾

書」のフォーマットを作ろうとしたの

ですが、難しすぎて使い物にならな

かった。例えば映像には適応できて

も、文化財だと立体物の撮影ですので

……じゃあ、ボーン・デジタルのデー

タやプログラムにもそれが対応できる

かというと、難しい。これはもう、や

りながら作っていって、事例を集める

しかないので、その「標準化」は現実

的には難しいと思います。学内で使う

場合とビジネス目的の場合など様々な

パターンがあるので、事例ごとの対策

をひたすら用意していくしかないとい

なかわかりませんよね。

　しかしアニメーション専攻学生の作

品 が YouTube や Vimeo で 公 開 さ れ

ているように、テクノロジーのおかげ

で、作家名や作品名に限らず、表現の

中身まで伝えられるようになってき

た。やがて、作家同士の関係性や時代

との影響関係なども、より明らかにな

る予感がします。なので、学内で生み

出された表現をできるだけ漏らさず記

録し、継承していきたいのですが……

アニメーション専攻以外に、映画専攻

やメディア映像専攻の作品もありま

す。先ほどの岡本先生のお話ですと、

「アート DX」になって以降、取り扱

う情報もいっそう増えてきた中で、そ

れらを取りこぼさず全員分を公開して

ゆくような方向を考えられているので

しょうか。

岡本　アーカイヴの公開という意味で

実は一番面白かったのが、その「アニ

メーション専攻の YouTube チャンネ

ル」に寄せられたコメントでした。一

般視聴者の方々がコメント欄に感想を

寄せられる設計なのですが、日本語の

みならず、時には英語だったり、読め

ない言語だったり……各学生の作品ご

とにダーッて集まる。最近では〝荒ら

し〟というか、ちょっとひどいコメン

トもたまに見受けられますが、概して

それらのコメントを読めば「あ、この

作品は、こういうことでヒットしてる

んだ」という部分が判明し、学生や教

員にとってものすごく参考になる。だ

から「藝大の持っている情報資産を公

開することで、一般の人たちがその価

値を見つけてくれる」場合もあるのだ

な、と思った次第です。

　もうひとつ欠かせない話として、

アーカイヴを通して、美術学校やアー

トの価値を理解してくれる人たちの

コミュニティを形成できるのではない

か。藝大生の作品を心待ちにしてくだ

さっている、言わば「藝大のステーク

ホルダー」の皆さんがいらっしゃるわ

けで、様々な技術を介してそうした人

たちが、藝大のアーカイヴを常に見て

くれるような仕組みができるといいな

とも思いました。

平　たしかに、そうした仕組みがあれ

ば、芸術に直接携わる人以外とも接点

が持てるようになるし、先ほどの伊藤

先生の話にもあった「企業とのマッチ

ング」の可能性も出てくるでしょう。

「企業サイドにはこういうニーズがあ

るから、東京藝大のシーズをちょっと

探してみよう」みたいな話が実現する

かもしれません。

　とはいえ、大学美術館のフル・デジ

タル化も大変な道のりですし、先ほど
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しないケースが多かったです。

　ところが、日比野学長や伊藤先生が

実施されているアートプロジェクトと

呼ばれる活動、さらにはパフォーマン

ス・アートやソーシャリー・エンゲー

ジド・アートと呼ばれる表現では、美

術の領域でも様々な実演家や参加者が

絡んでくるわけで、作家単独の権利処

理では追いつかなくなってくる。

　一方で、コロナ禍における音楽や舞

台芸術において「いま、ここで行われ

ている表現をネット配信で届ける」と

いう鑑賞形態が非常に増えた。言うな

れば「いま、そこで行われているリア

ルタイムな表現」がパッケージ化され、

まるで美術館で絵画や彫刻を観るよう

なスタイルに近づいてきているような

印象もあります。

　つまり、必ずしも「美術の権利処理

はこれ。音楽の権利処理はこれ。映画

だったらこれ」みたいな話ではなくて、

先ほど嘉村先生が仰られたように、複

数の権利処理の仕方を並べておいて、

選択できるというのは、学生や若手

アーティストにとっても活動がしやす

い気がします。

平　岡本先生、「アート DX」の話を

もう少しだけお伺いしたかったのです

が、補足していただけますか？

岡本　「東京藝大アートDXラボ」の〝DX〟

というのは、〝Digital〟+〝Exploration

（ 探 求 ）〟、〝Expansion（ 拡 大 ）〟、

〝Transformation（変革）〟といった

意味です。デジタルや ICT（情報通信

技術）を使って、本学の価値、ひいて

は後の社会的価値を最大化すると。そ

れによって人々がデジタル時代であっ

ても、非常に心豊かな社会構築をめざ

うのが、ひとつの回答かと思います。

平　そうですね。「使いたい人が使え

る環境を作る」という方向での、一種

の標準化になるのかなと思います。

　かたや、80 年代〜 90 年代からアー

ティストとして活躍されてきた日比野

学長の同年代の方、あるいはその先輩

方の時代は「この表現をちょっと拝借

するね」と権利処理をせずに作品化さ

れることが、まだ多かったかと思いま

す。

　それから段々と「ちゃんと権利処理

をしなければいけない」といった雰囲

気の時代になり、今ではクリエイティ

ブコモンズ・ライセンスのような使い

やすい形で、自分の権利を主張するよ

うな取り組みが少しずつ出てきた。で

すが、アーティストの創作という観点

からすると、やはり手間がかからない

方がいいと思います。なので、新しい

デジタル技術が出てきた時に、アー

ティスト自身が具体的な権利処理をせ

ずとも、自動的に「本歌取り」が行わ

れる。例えば、裏で自動的に権利処理

が動いてくれるシステムが今後できあ

がってくると、すごく便利だと個人的

には思います。アーティストとして周

辺の表現を使わせてもらう場合、こう

すればやりやすくなるだろう、みたい

なご意見をいただけるとありがたいで

す。

日比野　いわゆる Web3.0 になると、

それまでは力のあった人が権利を決め

ていたのが、仲間同士でそれぞれ信頼

性を勝ち取ろうよ、みたいなことがで

きる時代になってゆく。そうすると権

利処理の問題も変わってくるかもしれ

ない。同じ作品を使う場合でも、やみ

くもに「一律いくら」ではなくて、活

用の仕方や波及の具合、いわゆる社会

的インパクトの多寡で利用料が変わる

ような計算式も可能になってくる。そ

うしたら権利関係の金額も、それに合

わせて変わってくる。逆に言えば、そ

れで皆が無理なく平等になることで、

より「使いやすい」ようになっていく

と思いますね。

平　「使いやすい」というのは、ある

意味平準化された仕組みになってゆく

予感がありまして……特に「GEIDAI 

Music Archive」の発表内で出てきた

権利処理に関わる価格額で、数十万規

模の使用料がかかってくるケースがあ

りました。映像分野でも、映画やアニ

メーションなど、権利に携わるステー

クホルダーがとても多い業界では通常

のことかもしれないけれど、やはり従

来の美術分野では、基本的には作者自

身の著作権以外に、特に隣接権が発生
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しないケースが多かったです。

　ところが、日比野学長や伊藤先生が

実施されているアートプロジェクトと

呼ばれる活動、さらにはパフォーマン

ス・アートやソーシャリー・エンゲー

ジド・アートと呼ばれる表現では、美

術の領域でも様々な実演家や参加者が

絡んでくるわけで、作家単独の権利処

理では追いつかなくなってくる。

　一方で、コロナ禍における音楽や舞

台芸術において「いま、ここで行われ

ている表現をネット配信で届ける」と

いう鑑賞形態が非常に増えた。言うな

れば「いま、そこで行われているリア

ルタイムな表現」がパッケージ化され、

まるで美術館で絵画や彫刻を観るよう

なスタイルに近づいてきているような

印象もあります。

　つまり、必ずしも「美術の権利処理

はこれ。音楽の権利処理はこれ。映画

だったらこれ」みたいな話ではなくて、

先ほど嘉村先生が仰られたように、複

数の権利処理の仕方を並べておいて、

選択できるというのは、学生や若手

アーティストにとっても活動がしやす

い気がします。

平　岡本先生、「アート DX」の話を

もう少しだけお伺いしたかったのです

が、補足していただけますか？

岡本　「東京藝大アートDXラボ」の〝DX〟

というのは、〝Digital〟+〝Exploration

（ 探 求 ）〟、〝Expansion（ 拡 大 ）〟、

〝Transformation（変革）〟といった

意味です。デジタルや ICT（情報通信

技術）を使って、本学の価値、ひいて

は後の社会的価値を最大化すると。そ

れによって人々がデジタル時代であっ

ても、非常に心豊かな社会構築をめざ

うのが、ひとつの回答かと思います。

平　そうですね。「使いたい人が使え

る環境を作る」という方向での、一種

の標準化になるのかなと思います。

　かたや、80 年代〜 90 年代からアー

ティストとして活躍されてきた日比野

学長の同年代の方、あるいはその先輩

方の時代は「この表現をちょっと拝借

するね」と権利処理をせずに作品化さ

れることが、まだ多かったかと思いま

す。

　それから段々と「ちゃんと権利処理

をしなければいけない」といった雰囲

気の時代になり、今ではクリエイティ

ブコモンズ・ライセンスのような使い

やすい形で、自分の権利を主張するよ

うな取り組みが少しずつ出てきた。で

すが、アーティストの創作という観点

からすると、やはり手間がかからない

方がいいと思います。なので、新しい

デジタル技術が出てきた時に、アー

ティスト自身が具体的な権利処理をせ

ずとも、自動的に「本歌取り」が行わ

れる。例えば、裏で自動的に権利処理

が動いてくれるシステムが今後できあ

がってくると、すごく便利だと個人的

には思います。アーティストとして周

辺の表現を使わせてもらう場合、こう

すればやりやすくなるだろう、みたい

なご意見をいただけるとありがたいで

す。

日比野　いわゆる Web3.0 になると、

それまでは力のあった人が権利を決め

ていたのが、仲間同士でそれぞれ信頼

性を勝ち取ろうよ、みたいなことがで

きる時代になってゆく。そうすると権

利処理の問題も変わってくるかもしれ

ない。同じ作品を使う場合でも、やみ

くもに「一律いくら」ではなくて、活

用の仕方や波及の具合、いわゆる社会

的インパクトの多寡で利用料が変わる

ような計算式も可能になってくる。そ

うしたら権利関係の金額も、それに合

わせて変わってくる。逆に言えば、そ

れで皆が無理なく平等になることで、

より「使いやすい」ようになっていく

と思いますね。

平　「使いやすい」というのは、ある

意味平準化された仕組みになってゆく

予感がありまして……特に「GEIDAI 

Music Archive」の発表内で出てきた

権利処理に関わる価格額で、数十万規

模の使用料がかかってくるケースがあ

りました。映像分野でも、映画やアニ

メーションなど、権利に携わるステー

クホルダーがとても多い業界では通常

のことかもしれないけれど、やはり従

来の美術分野では、基本的には作者自

身の著作権以外に、特に隣接権が発生



62 キックオフ・シンポジウム「未来・創造・継承」第 3 部 63

ね」とか「私はこれが好きだったわ」

といった話をしながら帰りますよね。

実はその行為自体が、もうアートの一

部だと思っています。なので「芸術と

アーカイヴ」という意味では、作品と

してのモノを残すことばかり注目され

がちですが、その鑑賞行為全体をアー

カイヴしていくような……先ほどの

YouTube 動画の感想コメントではな

いですが……芸術を楽しむ行為まで含

めてアーカイヴしていけるといいな、

と思っています。

伊藤　「未来」と「継承」はベクトルの

向きが違う気がするし、かたや「未来

創造」ということも大事です。だから、

それらをどういう順番で実現していく

かが問われているのでしょう。たとえ

ば単に「作られたモノを残す」だけな

のか、「もう新しく作っちゃう」のか？

　たぶん後者の「作っちゃう」方が大

事なキーワードなのかもしれないと、

みなさんの話を聞いて思いました。

　過去の作品や情報をまとめて残す技

術は、これまでにも様々なノウハウや

研究が蓄積されてきたけれど、「過去

の資材を使って作る」段階よりも「作

ること」がより先にあって「新たに作

られ、出てきたモノ」が自動的に残っ

ていくようなイメージと言いますか。

　なので、単純に「すごいアーカイヴ

を完成させる」というより「アーカイ

ヴという概念自体を更新していく」こ

とが、この未来創造継承センターに求

められている気がします。そのよう

な「クリエイティヴなアーカイヴ」が

出現することで、みんながワクワクし

てゆくような場になっていくといいな

と、今日参加させていただいて思いま

した。

すところを考えています。その中で、

主に「4 本の柱」を考えています。

◯アート×デジタル研究の推進

◯デジタル時代のアーティストに必要

な教育

◯ Web3.0 時代の wellbeing に資す

る社会連携・共創

◯インフラとしての研究環境の整備・

運用（これまで主に AMC が担って

きた業務の拡充）

　これらを具体的に、どういった研究

テーマでやっていくべきか。例えば今

日「デジタル上野の森」でお話しした

ような、メタバース空間の中におけ

るアートのあり方を考える研究。ま

た、NFT という、ブロックチェーン

を使って仮想通貨でアーカイヴの価値

を最大に価格化していく仕組みが話題

ですが、実はその価値づけをする人た

ちのキュレーションが重要で、だから

こそ「その価値づけって何？」という

部分が問われてくる。これまでにもイ

ンターネットを巡る数々の哲学が誕生

しましたが、Web3.0 の時代において、

それらがどう発展するのかの研究。「教

育（AMC）」に関してはアーカイヴ教

育も含めて重要ですし、デジタル技術

をどう自分の研究や作品制作に活かし

ていくかという知識や経験も大事だと

思います。また「社会連携・共創」は

まさに今後、藝大と様々な企業や自治

体との産学共同で進めていきたいとこ

ろです。

未来創造継承センターの今後

平　岡本先生、ありがとうございまし

た。最後に登壇者 4 人の皆さまから

一言ずつお言葉をいただければと思い

ます。

嘉村　やはり私が一番やりたいこと

は、まず情報を集めて……ビッグデー

タではなくても、それらを分析するこ

とで、今までの美術や音楽の観点から

は得られなかったような「知識」を取

り出す基盤を作ることです。その傍ら

……先ほど Web3.0 の話が出てきまし

たが、そうした新しい技術にもチャレ

ンジしてゆく必要がある。特にアート

分野では、初めから盛り上がっていま

したので、「なぜそれが盛り上がった

のか？」という社会現象的な面をも含

めて、あるいは今後その技術が価値を

どう作っていくのか、なぜその価値が

できているのかなどを含めて、社会的

に検証していきたいです。

岡本　たとえば美術展やコンサートに

行って「あの作品／あの曲、良かった
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　今日は長時間のシンポジウムに際し、

登壇者の先生方からも様々なご意見を

いただき、ありがとうございました。

そして長時間お付き合いいただいた聴

衆の皆さま、お顔は拝見できませんが、

本当にありがとうございました。

　この未来創造継承センターについて

は様々なご意見もありましたが、これ

から芸術作品をいろいろな形で残して

ゆく中から、また新しいものを吸い出

していくことがひとつの大きな役割で、

我々スタッフはそれをつなぐ役割に徹

して頑張っていきたいです。

　そして外に発信していくためには

「芸術情報センター（AMC）」の方々

と強く組んでやっていく必要がありま

す。

　今日お話を伺って、こうした形で外

に出すからには権利関係の問題が避け

がたくあり、法律の専門家が必要に

なってきます。様々な方々が関わって

いかないと、当プロジェクトは動きま

せん。学内には様々な分野があります

が、それらと連携して社会につないで

いく、大きな役割があることを、改め

て認識しました。

　技術者の倫理や生命倫理など、様々

な倫理がございますが、共通して言え

るのは、公共への福祉と安全の確保で

す。特に、芸術でできる公共の福祉を、

これから我々は考えていく必要がある

のと同時に、それに携わる人々の生き

がいも含めてやるべきなのは、倫理綱

領を眺めていると共通しているようで

す。やはり芸術も社会に大きな影響を

与えます。その時、その影響を考慮す

ることも必要かと思います。

　今日は長時間ご視聴いただき、あり

がとうございました。そして今後とも、

この未来創造継承センター並びに藝大

をご支援賜りますようお願いして、閉

会の挨拶とさせていただきます。あり

がとうございました。

閉会あいさつ 桐野文良（未来創造継承センター長／大学院美術研究科教授）

　　　　  ※ 2022 年当時日比野　東京藝大の前身である東京美

術学校の、さらなる前身である図画取

調掛が時の文部省によって設置された

のが、明治 18（1885）年。だから今

年で 137 年？　ずいぶん長いように

も思えるし、「まだ 137 年？」とも思

える。なので、継承すべき資源もたく

さんあり……藝大のみならず、この極

東の島国の中で伝承されてきた資源ま

で含めれば、途轍もない情報が、日本

の中に残されています。

　かたや。昨日と変わらないような日

常生活が続く中で、何を継承し、未来

に向けて創造していくのか……自分の

中でも地球レヴェルでも、考えるべき

ことはたくさんあります。なのでその

手法として、デジタルもあれば、手作

業的なものもあるし、コンピュータで

一気に分析できる力があったり、もう

人力でコツコツやるしかないものもあ

る……様々なスケールのものがあり、

それら様々なスケールのもの全部が、

とても大事な行いです。

　なので、この未来創造継承センター

ができたことで、分野を超え、大学の

教育機関であることも超越して、こう

いう話ができるプラットフォームが生

まれたことは、とても大きな役割だと

思います。この未来創造継承センター

を、藝大を起点にして様々な関連機関

と連携しながら育ててゆき、そして、

次世代にとってなくてはならない存在

にしていきたいと考えています。



64 キックオフ・シンポジウム「未来・創造・継承」第 3 部 65

　今日は長時間のシンポジウムに際し、

登壇者の先生方からも様々なご意見を

いただき、ありがとうございました。

そして長時間お付き合いいただいた聴

衆の皆さま、お顔は拝見できませんが、

本当にありがとうございました。

　この未来創造継承センターについて

は様々なご意見もありましたが、これ

から芸術作品をいろいろな形で残して

ゆく中から、また新しいものを吸い出

していくことがひとつの大きな役割で、

我々スタッフはそれをつなぐ役割に徹

して頑張っていきたいです。

　そして外に発信していくためには

「芸術情報センター（AMC）」の方々

と強く組んでやっていく必要がありま

す。

　今日お話を伺って、こうした形で外

に出すからには権利関係の問題が避け

がたくあり、法律の専門家が必要に

なってきます。様々な方々が関わって

いかないと、当プロジェクトは動きま

せん。学内には様々な分野があります

が、それらと連携して社会につないで

いく、大きな役割があることを、改め

て認識しました。

　技術者の倫理や生命倫理など、様々

な倫理がございますが、共通して言え

るのは、公共への福祉と安全の確保で

す。特に、芸術でできる公共の福祉を、

これから我々は考えていく必要がある

のと同時に、それに携わる人々の生き

がいも含めてやるべきなのは、倫理綱

領を眺めていると共通しているようで

す。やはり芸術も社会に大きな影響を

与えます。その時、その影響を考慮す

ることも必要かと思います。

　今日は長時間ご視聴いただき、あり

がとうございました。そして今後とも、

この未来創造継承センター並びに藝大

をご支援賜りますようお願いして、閉

会の挨拶とさせていただきます。あり

がとうございました。

閉会あいさつ 桐野文良（未来創造継承センター長／大学院美術研究科教授）

　　　　  ※ 2022 年当時日比野　東京藝大の前身である東京美

術学校の、さらなる前身である図画取

調掛が時の文部省によって設置された

のが、明治 18（1885）年。だから今

年で 137 年？　ずいぶん長いように

も思えるし、「まだ 137 年？」とも思

える。なので、継承すべき資源もたく

さんあり……藝大のみならず、この極

東の島国の中で伝承されてきた資源ま

で含めれば、途轍もない情報が、日本

の中に残されています。

　かたや。昨日と変わらないような日

常生活が続く中で、何を継承し、未来

に向けて創造していくのか……自分の

中でも地球レヴェルでも、考えるべき

ことはたくさんあります。なのでその

手法として、デジタルもあれば、手作

業的なものもあるし、コンピュータで

一気に分析できる力があったり、もう

人力でコツコツやるしかないものもあ

る……様々なスケールのものがあり、

それら様々なスケールのもの全部が、

とても大事な行いです。

　なので、この未来創造継承センター

ができたことで、分野を超え、大学の

教育機関であることも超越して、こう

いう話ができるプラットフォームが生

まれたことは、とても大きな役割だと

思います。この未来創造継承センター

を、藝大を起点にして様々な関連機関

と連携しながら育ててゆき、そして、

次世代にとってなくてはならない存在

にしていきたいと考えています。


